
【今月のᘙኡ】ఞ฼開のৎ̽ܿỿἘỵἣークでବのọとときをᢅ

ごすܼଈの写真です。ېさんのかわいいᇰ᫊にお༵さん、 お൐

さんも幸せいっỌいのᇰ᫊で見ếめていました。ମ年҄ࡇታႺ

しした千曲ټཨもఞにପả、ợり立෉に感じることができます。

市報 千曲

Chikuma 5
２０２２（令和４年）

Ｎｏ . ２２４

第ɤഏ千曲市ዮ合計ဒがスタート特
集

ᾟᾸᾲᾺ ᾤ᾿ὲ
ἦ ッ ク ア ッ プ

ごみ໲Ҳ施設の˷༏を利用した施設にếいてኰʼ

ᵰe ᵱᵮᵟ シンコースポー἖がỼープンします
千曲市˷༏利用施設

ఇࡸ会ᅈポニーỿἵニỼンとѼਙᡲઃң定をዸኽ

ほか３ếのᛅ᫆をおފけします

市૎トἦックス
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千
曲
市
の
将
来
像

人
を
て
ら
す

人
を
は
ぐ
く
む

人
が
つ
な
が
る

月
の
都

〜
文
化
伝
承
創
造
都
市
・
千
曲
〜

本
計
画
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
地
域
・
経
済
情
勢

に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
い
た
長
期
的
な「
基
本
構
想
」を
取
り
や

め
、計
画
期
間
を
５
年
と
す
る「
基
本
計
画
」と
３
年

間
の「
実
施
計
画
」の
２
層
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
よ
る
地
方
創
生
を
目
的
と
す
る「
第
２
期
千
曲
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
本
計
画

に
統
合
し
、一
体
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

＊
第
三
次
千
曲
市
総
合
計
画
の
冊
子
と
概
要
版
を
作

成
中
で
す
。
概
要
版
は
作
成
後
、
全
戸
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

将
来
像
の
解
説

●
人
を
て
ら
す

人
を
は
ぐ
く
む

人
が
つ
な
が
る

「
人
を
て
ら
し
」誰
も
が
輝
く
ま
ち
を
つ
く
り
、

「
人
を
は
ぐ
く
む
」魅
力
あ
る
ま
ち
を
形
成
し
、「
人

が
つ
な
が
る
」活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

●
月
の
都

日
本
遺
産「
月
の
都
」は
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
知
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

●
文
化
伝
承
創
造
都
市

文
化
と
は
、
市
内
の
特
色
あ
る
農
業
や
商
工
業
な

ど
の
産
業
、伝
統
行
事
、自
然
環
境
、景
観
、温
泉
な

ど
、
今
あ
る
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
あ
る
魅
力
す

べ
て
を
表
し
ま
す
。
今
日
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
こ

の
特
色
あ
る
文
化
を
次
代
に
伝
承
し
、
さ
ら
に
多
様

な
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
、
多
文
化
を
認
め
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
中
で
、
お
互
い
の
文
化
を
さ
ら
に
磨

き
上
げ
、
進
化
さ
せ
、
そ
し
て
新
た
な
文
化
を
創
造

す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
（
内
線
４
１
３
１
）

令
和
８
年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
指
針
と
な
る

「
第
三
次
千
曲
市
総
合
計
画
」
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

行
政
だ
け
で
な
く
市
民
や
市
に
関
わ
り
の
あ
る
す
べ
て
の
人
が

目
指
す
べ
き
将
来
像
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
新
た
な
千
曲
市
の
将
来
像
実
現
を
目
指
し
、

こ
の
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

目
標
人
口

令
和
８
年
の
目
標
人
口
を
５
万
６
５
０
０
人
以
上

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
若
い
世
代
の
転
出
超
過

な
ど
に
よ
り
、
本
市
の
令
和
８
年
の
人
口
は
約

５
万
５
１
０
０
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
計
画
に
基
づ
き
、
移
住
定
住
、
出
生
率
の
上

昇
に
係
る
施
策
を
推
進
し
、
人
口
減
少
を
抑
え
、

活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
７
つ
の
基
本
目
標

１

災
害
に
強
く
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

２

千
曲
っ
子
が
元
気
に
育
つ
、
生
涯
学
び
の
ま
ち

３

支
え
あ
い
、
か
か
わ
り
合
い
、
誰
も
が
健
康
で
活
躍
す
る
ま
ち

４

千
曲
の
特
色
を
磨
き
上
げ
、
賑に

ぎ

わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち

５

輝
か
し
い
歴
史
文
化
の
伝
承
と
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
ま
ち

６

未
来
に
繋つ

な

げ
る
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

７

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
、
協
働
で
創
る
ま
ち

１

多
様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進
す
る

「
多
様
な
人
々
の
活
躍
に
よ
る
地
方
創
生
の
推
進
」
と
「
誰
も
が
活
躍
す
る
地
域
社
会
を
推
進
」
し
ま
す
。

２

新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る

「
地
域
に
お
け
るS

ソ
サ
エ
テ
ィ

ociety5.0

の
推
進
」
と
「
地
方
創
生
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
な
ど
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
ま
す
。

７
つ
の
基
本
目
標
に
横
断
的
に
か
か
わ
る
目
標
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出生率上昇による増加分
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推計人口

将来展望人口

出生率上昇による増加分出生率上昇による増加分

移住等政策による増加分

	 参考 
 第２期千曲市人口ビジϣン

ਖ਼計人ӝ ᾉ ᵓᵓᵊ1ᵎᵎ 人

目೅人ӝ ᾉ ᵓᵔᵊᵓᵎᵎ 人

▲市ホームペー
　ジはこちら

第
三
次
千
曲
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

特
集
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長野広域連合ごみম٫施ઃ「ちくまڥ؀エωルΪーセンター」から発生する༨熱を有効利用し、॥؀型社会
のܒ発および推進と市民の健康増進を目的とする施ઃ、千曲市༨熱利用施ઃ「Re S1" シンコースポーツ」が
６月５日（日）に新しくオープンします。子どもから大人まで楽しめる施ઃです。ͥ ひおӽしください。
＊「Re S1" シンコースポーツ」の Re はリサイクルやエωルΪーの利活用を意ຯします。

■問い合わせ先　廃棄物対策課（内線2233）

E
イ ベ ン ト

VENT

オープン初日は、パルシェ（"C長野パルセイ
ロʷマルシェ）を開催します。ホームタウンप
辺の生࢈者の皆さんが、無農薬・低農薬で࠿ഓ
した農࢈物をൢചします。また、"C長野パル
セイロ・レディースの選手サイン会も予定して
います。
詳細は５月中旬に指定管理者（シンコースポー
ツ株式会社）のホームページ、S/Sおよび市
ホームページに掲載します。
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大などに

より、イベントが中止となる場合があります。

AC長野パルセイロ×マルシェ

パルシェを開催！

がオープンします

千曲市余熱利用施設

がオープンしますがオープンします

千曲市余熱利用施設千曲市余熱利用施設

㚖৑在地　千曲市大字屋代3083番地１
㚖開館時間　午前９時～午後７時（࠷終受付 午後６時30分）
＊オープン初日の６月５日（日）は正午～午後７時
㚖休館日　毎週火曜日、年末年始、ম٫࿍のఀ止日

施設概要

㚖࢘日券　大人（中学生以上）200円、子ども（３ࡀ～小学生） 
90円、２ࡀ以下の子ども 無料

ẋ千曲市ൟ対象　高ྸ者（65ࡀ以上） 100円、障がい者など 
100円または無料（障害の程度によります）

㚖回ૠ券（11回Ў）　大人（中学生以上）2,000円、子ども（３
小学生） 900円～ࡀ

ẋ千曲市ൟ対象　高ྸ者（65ࡀ以上）1,000円、障がい者な
ど 1,000円（障害の程度によります）

利用料金

＼ 施設の中のぞいてみよう！ ／

広さは、男女各約36ᶷで、鑑賞用の庭もあり、大きな窓
からは明るい光がࠩし込み開放感があります。ཋ૧やシャ
ワーのお౬は、ごみম٫施ઃから発生する༨熱を利用して、
水（県水）を加Թして使用しています。

浴場

17৞の和室に、50
型テレビをઃஔ、څ
౬ ス ペ ー ス も ซ ઃ
し、くつろ͛る空間
になっています。

休憩室

約56ᶷあり、ランニングマシンやフィッ
トωスバイクをはじめ、എ中や上࿹二頭
を஁えるラットプルダウン�シーテッے
ドローや、ڳを஁えるチェストプレス、
ももを஁えるレッグエクステンシϣンな
ど、なるべく全身を஁えられるようにث
۩を഑ஔしました。

トレーニングルーム

廃棄物対策課
河
か わ は ら

原 聖
さとし

主任

リ スパ

施ઃ内の電力も、༨熱を利用し、
タービンを回して発電した電力を
一部利用しています。

担当者からの声
Re S1" シンコースポーツは、千曲市初のごみম٫施ઃから発生する

༨熱を有効利用した施ઃです。༨熱から出来たお౬や電力を体感いただ
くことで、॥؀型社会のܒ発および推進を図り S

㇨ㇻ㈉㇣㉃ㇺ㉃ㇼ

DG ͂にも寄༩できま
す。また、市民の皆さんの健康づくりにも役立つ施ઃです。施ઃ内のト
レーニング機ثやཋ室内のઃ計は、地元地۠と協ٞを重ねながら決めま
した。市民の皆さんにѪされる施ઃとなるように準備してきましたので、
皆さんͥひご利用ください。

AC長野パルセイロ×マルシェAC長野パルセイロ×マルシェ
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３
月
23
日（
水
）、
市
は
、
総
合
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企
業「
株

式
会
社
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン（
東
京

都
）」と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
本
協
定
は
、
同
社
の
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
市
の
地
域
活

性
化
や
観
光
、
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
つ
い
て
連
携
し
、
相
互
に

協
力
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
市
と
同
社
は
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
制
作
事
業
や

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
事
業
な
ど

で
連
携
し
て
き
ま
し
た
。

協
定
締
結
式
で
小
川
市
長
は「
今

回
の
連
携
協
定
に
よ
っ
て
、
総
合
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
取
組

を
強
化
し
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
、心
お
ど

る
」ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
」と
、
吉
村
代
表
取
締
役
社

長
は「
駆
け
出
し
営
業
時
代
に
長
野

県
に
は
よ
く
足
を
運
び
ま
し
た
。
そ

の
際
に
は
疲
れ
を
癒
し
に
戸
倉
上
山

田
温
泉
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
す
。

個
人
的
に
親
し
み
の
あ
る
長
野
県
、

そ
し
て
千
曲
市
に
、
弊
社
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
見
地
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
同
市
の
更
な
る

活
性
化
の
一
助
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

す
」と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
ま
し
た
。

ఇ ࡸ 会 ᅈ ポ ニ ー ỿ ἵ ニ Ỽ ン と

Ѽ ਙ ᡲ ઃ ң 定 を ዸ ኽ

市 の プ Ἷ ἴ ー シ ョ ン に ế い て ᡲ ઃ

雨
宮
・
土
口
・
生
萱
地
区
を
管
轄

す
る
市
消
防
団
第
２
分
団
の
消
防

詰
所
が
完
成
し
た
た
め
、３
月
28
日

（
月
）に
引
渡
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。旧

詰
所
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
災
害
で
１
階
部
分
が
浸
水
し
、
建

て
替
え
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
詰
所
は
木
造
２
階
建
て
で
、

延
床
面
積
が
１
２
４・
２
２
平
方
㍍
、

旧
長
野
電
鉄
屋
代
線
雨
宮
駅
跡
地
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
同
じ
敷
地
内
に

は
、
防
災
備
蓄
倉
庫
も
新
た
に
併
設

さ
れ
、
総
事
業
費
は
約
５
２
６
０
万

円
。引

渡
式
で
小
川
修
一
市
長
は「
新

し
い
詰
所
の
完
成
を
契
機
と
し
て
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
に
一
層
努

め
て
く
だ
さ
い
。
市
も
、
引
き
続
き
、

防
災
力
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
」、
武
井
郁
郎
消
防
団
長
は「
先
日
、

福
島
県
で
東
日
本
大
震
災
を
彷ほ

う
ふ
つ彿

さ

せ
る
地
震
が
発
生
し
、
近
年
は
い
つ

災
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
す
。
新
し
い
詰
所
を
活
用
し
、

防
災
活
動
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」と

そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

引
渡
式
終
了
後
、
内
覧
会
も
行
な

わ
れ
、
地
元
区
長
、
地
元
市
議
会
議

員
や
消
防
団
員
な
ど
が
詰
所
内
部
を

見
学
し
ま
し
た
。

市 ෞ 防 ׇ 第 ᾁ Ў ׇ の

ૼ し い ᛄ ৑ が ܦ ঺

ෞ防ׇの ૼ し い ਗ ໜ に

３
月
25
日（
金
）、
全
国
に
誇
る

「
姨
捨
の
棚
田
」が
新
た
に
、
農
林
水

産
省
が
実
施
す
る「
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
～
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ

～
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

令
和
元
年
の「
棚
田
地
域
振
興
法
」

施
行
に
伴
い
、「
日
本
の
棚
田
百
選
」

に
続
く
全
国
の
優
良
な
棚
田
を
、
農

林
水
産
大
臣
が
改
め
て
認
定
す
る
も

の
で
す
。

姨
捨
の
棚
田
は
、
古
く
か
ら
都み

や
こ
び
と人

が
憧
れ
た
風
光
明
媚
な
地
で
あ
り
、

そ
の
原
風
景
を
今
も
な
お
維
持
で
き

る
の
は
、
市
棚
田
保
全
推
進
会
議
に

参
画
す
る
保
全
団
体
の
み
な
さ
ん

の
地
道
な
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
棚
田
貸
し
ま
す
制
度
」の
充
実
や

四
季
を
通
じ
て
、
観
光
客
を
魅
了
す

る
景
観
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

今
回
の
認
定
を
機
に
、
さ
ら
に
多

く
の
皆
さ
ん
が「
姨
捨
の
棚
田
」に

興
味
を
持
ち
、
美
し
い
日
本
の
原
風

景
の
維
持
に
日
夜
尽
力
し
て
い
る
保

全
団
体
の
存
在
を
知
る
こ
と
で
、
一

人
で
も
多
く
の
人
が
、
活
動
に
参
加

し
、
次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ۆ ਾ の ౏ 田 が

「 ế な ぐ ౏ 田 ᢡ င 」 に ᛐ 定

ふ る さ と の ᛍ り を ச ஹ へ

３
月
30
日（
水
）、
マ
ル
チ
テ
ナ
ン

ト
型
物
流
施
設「
D
P
L
長
野
千

曲
」の
建
設
に
伴
う
地
鎮
祭
が
行
な

わ
れ
、
同
施
設
を
建
設
す
る
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
株
式
会
社
の
関
係
者
を
は

じ
め
、
市
関
係
者
、
建
設
業
者
や
地

元
区
長
な
ど
が
出
席
し
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株

式
会
社
と
市
の
公
民
連
携
事
業
で

開
発
し
た
雨
宮
産
業
団
地（
D
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
長
野
千
曲
）の
区
画
内
に

建
設
。鉄
骨
造
り
2
階
建
て
で
、延

床
面
積
が
3
万
9
2
0
4
平
方
㍍
、

最
大
4
テ
ナ
ン
ト
の
入
居
が
で
き

る
県
内
最
大
級
の
物
流
施
設
で
す
。

4
月
中
旬
に
着
工
し
、
来
年
5
月

の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
あ
わ
せ
て
災
害
時
等
に

お
け
る
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
関
す

る
協
定
を
締
結
。
こ
れ
に
よ
り
、
同

施
設
の
完
成
後
に
は
市
の
指
定
避
難

場
所
と
し
て
、２
階
休
憩
ス
ペ
ー
ス

な
ど
の
共
用
部
に
市
民
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

締
結
式
後
の
記
者
会
見
で
、
小
川

市
長
は「
こ
の
地
域
は
水
害
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
た
め
、
避
難
場
所
の
確

保
が
課
題
で
し
た
。
完
成
し
た
施
設

で
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
た

だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
大
変
あ
り
が

た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

大 ԧ ハ ウ ス 工 ಅ ఇ ࡸ 会 ᅈ が

物 ් 施 設 ࡫ 設 の 地 ᦒ ᅛ を

開 催 ・ ໎ ܹ 時 ᢤ ᩊ 場 ৑

と し て 市 と ң 定 を ዸ ኽ

ૼ た な 物 ් の င ಅ ਗ ໜ と し て ႆ ޒ の ᄽ
いしずả

に

市૎トἦックス
Tᵭᵮᵧᵡᵱ

農林水࢈লのホーム
ページはこちら▶
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市
で
は
、
人
・
モ
ノ
・
文
化
を
波
及
・
循
環

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る「
産
業
連
携
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

都
市
計
画
道
路「
一
重
山
線
」を
東
西
連
携
軸
と

な
る
基
幹
道
路
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の

一
部
で
あ
る「
一
重
山
２
号
線
」を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
道
18
号
、
国
道
４
０
３
号
お
よ
び

県
道
白
石
千
曲
線
が
結
ば
れ
、
沿
線
の
産
業
拠

点
や
設
置
検
討
中
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
３
月
に
、
屋
代
地
区
土
地
区
画
整
理
設

立
準
備
会
か
ら
土
地
利
用
の
方
向
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
市
で
は
、
道
路
幅
員
を
20
㍍
と
し

ま
し
た
。
幅
員
を
構
成
す
る
自
転
車
通
行
帯
は
、

今
後
地
元
区
や
周
辺
住
民
お
よ
び
関
係
者
か
ら

歩
道
・
自
転
車
通
行
帯
の
あ
り
方
の
意
見
を
伺

い
、
構
造
的
な
分
離
の
調
査
研
究
を
重
ね
、
安

全
・
安
心
な
通
行
空
間
を
創
出
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

現
在
は
、
道
路
用
地
取
得
の
た
め
の
測
量
・

物
件
調
査
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
準
備
が
整

い
次
第
、現
地
作
業
に
入
る
予
定
で
す
。

な
お
、３
月
23
日（
水
）か
ら
25
日（
金
）に
か

け
て
、
道
路
改
良
予
定
地
の
地
権
者
お
よ
び
関

係
者
に
向
け
説
明
会
を
開
催
し
、
道
路
の
規
格
・

構
造
や
用
地
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
説
明
を
行

な
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
（
内
線
３
２
０
４
）

一
重
山
２
号
線
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

県道ᇘࣺఀ車場線の一部۠間が国道 403 号に付け替
わることから、４月１日より国道 403 号の一部۠間が市
道（市道 8175 号線）となりました。

■市ᢊとなるғ間

　大字1561ݪ܂番地先から大字八幡2-833番地先まで

■問い合わせ先　ݐઃ課（内線3222）

国ᢊᵒᵎᵑӭのɟ部が市ᢊになりました

更
埴
地
区

（
敬
称
略
）

屋
代
地
区

屋
代
第
１
区　
　
小  

池  

洋  

一

屋
代
第
２
区　
　
氏
井

人

屋
代
第
３
区　
　
市
川

司

屋
代
第
４
区　
　
岩
崎
孝
作

屋
代
第
５
区　
　
安
藤
秀
一

屋
代
第
６
区　
　
山
越
義
博

東
部
地
区

雨

宮

区　
　
飯
島

繁

土

口

区　
　
柳
町
政
美

生

萱

区　
　
久
保
和
則

森

東

区　
　
北
澤
信

森

西

区　
　
西
村
將
雄

倉

科

区　
　
湯
本
孝
一

埴
生
地
区

寂

蒔

区　
　
吉
村
文
夫

鋳
物
師
屋
区　
　
宮
坂
一
男

打

沢

区　
　
唐
木
弘
榮

小

島

区　
　
坂
口
利
長

桜

堂

区　
　
清
水
國
利

杭
瀬
下
区　
　
篠
原
良
雄

新

田

区　
　
小
出
正
幸

中

区　
　
寺
沢
正
已

稲
荷
山
地
区

荒

町

区　
　
佐
藤

繁

中

町

区　
　
永
井
祥
之

本
八
日
町
区　
　
小
根
澤
英
児

上
八
日
町
区　
　
飯
島
健
雄

治
田
町
区　
　
長
坂
五
男

元

町

区　
　
下
嵜

功

桑
原
地
区

小

坂

区　
　
南
澤
道
友

桑
原
東
区　
　
戸
谷
松
巳

桑
原
中
区　
　
堀
内

強

桑
原
西
区　
　
北
澤
光
雄

大
田
原
区　
　
松
林
光
信

八
幡
地
区

代

区　
　
濵
田

雄

大

池

区　
　
佐
藤
今
朝
光

姨

捨

区　
　
長
門
紳
悦

峯

区　
　
小
野
浩
男

中

原

区　
　
和
田
隆
也

郡

区　
　
藤
岡
敏
充

上

町

区　
　
小
林
武
治

辻

区　
　
色
部
由
昭

新

宿

区　
　
熊
谷
正

森

下

区　
　
坂
口
欽
一

北

堀

区　
　
竹
内
厚
雄

志

川

区　
　
赤
塩
和
則

柏

王

区　
　
倉
島
安
春

戸
倉
温
泉
区　
　
柳
澤
一
久

更
級
地
区

若

宮

区　
　
竹
澤

繁

芝

原

区　
　
山
岸
正
昭

仙

石

区　
　
金
井
宗
夫

羽
尾
第
四
区　
　
塚
田
尚
志

羽
尾
第
五
区　
　
柳
澤
正
彦

須

坂

区　
　
坂
田
博
明

黒

彦

区　
　
小
林

実

五
加
地
区

上
徳
間
区　
　
宮
本
武
彦

内

川

区　
　
緑
川

茂

千
本
柳
区　
　
竹
内
誠
一

小
船
山
区　
　
野
上
左
一

上
山
田
地
区

（
敬
称
略
）

力
石
自
治
会　
　
山
﨑
幹
雄

新
山
自
治
会　
　
渡
辺

繁

漆
原
自
治
会　
　
堰
口
淳
雄

三
本
木
自
治
会

合
津
康
久

八
坂
自
治
会　
　
鹿
田
明
男

中
央
自
治
会　
　
西
澤

明

城
腰
自
治
会　
　
宮
原
和
彦

温
泉
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
青
栁
和
男

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課

（
内
線
４
１
３
３
）

戸
倉
地
区

（
敬
称
略
）

戸
倉
地
区

磯

部

区　
　
北
島
利
幸

福

井

区　
　
小
林
朝
登

新
戸
倉
温
泉
区

早
志
圭
司

上

町

区　
　
市
川
哲
夫

上
中
町
区　
　
宮
澤
香
二

中

町

区　
　
上
田
登
志
紀

今
井
町
区　
　
柳
原
利
光

令
和
４
年
度
の
消
防
団
幹
部
を

紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
から小宮山෭団長、 Ԭࠨ▲（

田団長、宮ౢ෭団長、久
保෭団長

団　
　

長

岡
田

正

副

団

長

小
宮
山
敦
史

副

団

長

宮
嶋
尚
人

副

団

長

久
保
益
利

分

団

長

第
一
分
団

塚
田
宏
輝

第
二
分
団

小
林
啓
二

第
三
分
団

近
藤
雄
一

第
四
分
団

宮
坂
達
也

第
五
分
団

坂
口
吉
一

第
六
分
団

北
澤
文
康

第
七
分
団   

町
田
岳
史

第
八
分
団

中
村
嘉
一

第
九
分
団

坂
田
英
俊

第
十
分
団

羽
藤
智
大

第
十
一
分
団

栁
ヶ
瀨
貴
一
郎

第
十
二
分
団

和
田

剛

ラ
ッ
パ
分
団

轟

純
平

■
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理

防
災
課（
内
線
４
１
６
４
）

ˋԧ４年ࡇのғ長 ・ ᐯ඙会長 をኰʼします

田小学校東࣏

竹林の౬
⽂

Ⴤሥ理ᢊែ

国ᢊᵒᵎᵑӭ
（付ஆả後）

ݪ大田ࢸ

八幡็

ココが市ᢊに

なりました

18

18

403

403

ɟ᣻山ᾁӭዴ ೅แ್ૺ図（క）

ᣃ市計ဒᢊែ

ɟ᣻山ዴ

市ᢊɟ᣻山ᾁӭዴ

事ಅғ間

ʩ්ਗໜ؏࠼

スἰートᵧᵡ
設ፗ検᚛中

千曲ڮ
市役所

粟佐ڮ

更埴 IC
稲荷山Ӻ

更埴 +CT

県道നੴ千曲線

し
な
の
鉄
道

屋
代
駅

屋
代
高
校
前
駅

千
曲
川

県
道
長
野
上
田
線

北
陸
新
幹
線

上信ӽ自動車道

長野自動車道

平和ڮ

N
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ʓ成年後見制度って೉しそうで、どう手続きしたらいいんだろう……
ʓ子どもはԕ方に住んでいて、࿝後のさまざまなܖ約や手続きなど自分でできる

か心഑……
ʓ自分が認知症になったら、୭がࢲのお金を管理してくれるのか……
ʓ親は寝たきりで長期入院中。ۜ 行で親の༬金をおろそうとしたら「本人を連れ

てきて」とݴわれてしまった……
ʓ障がいがある子どもがいて、親亡きあとの子どもの将来が心഑……

こんな心配ありませんか？

ᅦᅍᢤᩊ৑ が　　　　　　から٭わりますᾅ月１日

福祉ආ೉所は

が受入対象者です。要配ॾ者
要഑ྀ者以外の受け入れはできませ
んのでご注意ください。

ᅦᅍᢤᩊ৑とはᾎ

介護が必要な高ྸ者、障がい者、妊࢈婦など、一般のආ೉所（指定ආ೉所）では生活がࠔ೉で、ආ೉所
の生活において特別な഑ྀが必要な人（以下「要഑ྀ者」）とその家଒を受け入れるආ೉所を「福祉ආ೉
所」といいます。

これまでは、「一般のආ೉所へආ೉（一࣍ආ೉）」から「市が福祉ආ೉所へҠ動を希望する要഑ྀ者数を
取りまとめて、福祉ආ೉所を開ઃしҠ動（二࣍ආ೉）」というྲྀれでしたが、国のガイドライン改正に൐
い、要഑ྀ者が福祉ආ೉所へ「௚接ආ೉」することが可能になりました。

このため、市では福祉ආ೉所の見௚しを行ない、新たに以下の施ઃを福祉ආ೉所に指定しました。６
月１日以降に災害が発生し、ආ೉指示などが発令され、福祉ආ೉所が開ઃされた場合にはආ೉をお願い
します。

ᅦᅍᢤᩊ৑へのᢤᩊ方法 ・ ᢤᩊ場৑が٭わります

場所 所在地 施ઃ֓要
戸倉上山田中学校 大字戸倉 2500 番地

指定ආ೉所ซઃ・トイレ・
空調

更埴西中学校 大字稲荷山 134 番地
埴生中学校 大字桜堂 100 番地
屋代中学校 大字屋代 810 番地
加小学校ޒ 大字千本༄ 351 番地
更ڃ小学校 大字Ӌ尾 1864 番地
戸倉小学校 大字戸倉 1756 番地
上山田小学校 大字新山 695 番地
八幡小学校 大字八幡 3111 番地
田小学校࣏ 大字稲荷山 1360 番地
埴生小学校 大字鋳物師屋 72 番地
東小学校 大字森 100 番地
屋代小学校 大字屋代 2111 番地
ことぶきアリーナ千曲 杭瀬下二丁目 4 番地 指定ආ೉所ซઃ・トイレ・

空調・エレベーターふれあい福祉センター 大字戸倉 2388 番地

ᾅ月１日からのᅦᅍᢤᩊ৑ɟ覧

＊トイレは車いす用・多目的トイレがઃஔされています。
。水時には、2階以上にආ೉できる部屋がありますߑ＊

■問い合わせ先　福祉課（内線1265）

市報千曲　令和４年５月　　10

市内ᅈ会ᅦᅍ法人とᅦᅍᢤᩊ৑設ፗᢃփに᧙するң定をዸኽしました

３月 28 日（月）、大規໛災害の発生時に市で開ઃする福祉ආ೉所や഑ஔ人員などの不଍に備えて、市内に
福祉施ઃを所有する全ての社会福祉法人（17 法人）と福祉ආ೉所ઃஔ運Ӧに関する協定をక結しました。

これらの施ઃへのආ೉については、市から個別にґ頼しますので、市民のみなさんが௚接法人施ઃにආ೉
することはできませんので注意してください。
ẋң定をዸኽしたᅈ会ᅦᅍ法人（1ᵕ法人）

大西福祉会、千ण会、千੟会、ກण会、さらしなの੕、信ೱ整ࢶ療護園、ҍのڷ、いなりやま福祉会、有明福
祉会、徳応院੟ࣷ、満照寺福祉会、八༿会、しあわせ、ത༔会、ኍ望会、大志会、山栄会

本センターは平成 26 年 10 月から制度に関する相談支援業務をはじめましたが、このたび相談員を増員す
るなどし、地域の中֩機関として４月から新たに開ઃされました。社会福祉࢜などが഑ஔされ、不安や心഑ご
とに対し、成年後見制度をؚむ権利༴護についての総合的な相談支援を行ないます。

成年後見制度とは、認知症、知的障害や精神障害などによって、判断能力が十分でない人の権利をकるため、
成年後見人などが本人に代わって࢈ࡒの管理や福祉サービスのܖ約を行なうなど、法律的に支援する制度です。

本人の意思をଚ重し、本人の希望にそった支援が受けられるのも特௃で、制度の利用には家庭ࡋ判所への申
立てが必要になります。

成年後見制度って？

＼わたしたちがお悩みをお聞きします／

℡ 026-276-2687 F"9 026-214-7776

千曲市大字戸倉2388（ふれあい福祉センター内）৑在地

平日午前８時30分から午後５時30分まで受付日時

心配があったらまず相談を！

千曲市社協成年後見支援センター

成年後見支援センターにはこんな役割があります！
相談機能

市民や関܎者からの成
年後見制度に関する相
談を受け付けます。

利用促進機能

関܎機関との連ܞなど
利用ଅ進につながる取
組みを行ないます。

広報
～制度の普及活動～

成年後見制度や権利༴
護についての市民޲け
のݚ修会などを開催し
ます。

後見人支援機能

親଒後見人や市民後見
人などからの後見業務
に関する相談に応じ、
支援を行ないます。

知っておきたい！

成年後見制度 ■問い合わせ先　高ྸ福祉課（内線1181）



13　　市報千曲　令和４年５月 市報千曲　令和４年５月　　12

新
婚
世
帯
の
新
居
に
か
か
る
費
用
、
引

越
費
用
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部

を
最
大
60
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
世
帯

次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
世
帯
が
対
象

①
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
受

理
さ
れ
た
世
帯

②
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が

39
歳
以
下

③
新
居
が
千
曲
市
内
に
あ
り
、
申
請
時
に

夫
婦
の
双
方
が
当
該
住
居
の
所
在
地
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る

④
前
年
の
夫
婦
の
所
得
の
合
計
額
が
４
０

０
万
円
未
満
の
世
帯（
貸
与
型
奨
学
金

を
返
済
し
て
い
る
場
合
や
、
申
請
時
に

お
い
て
無
職
の
場
合
は
、
所
得
の
計
算

方
法
に
特
例
が
あ
り
ま
す
）

⑤
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
世
帯

⑥
過
去
に
こ
の
制
度
に
基
づ
く
補
助（
他

の
自
治
体
を
含
む
）を
受
け
て
い
な
い

世
帯（
継
続
補
助
の
場
合
を
除
き
ま
す
）

⑦
夫
婦
と
も
に
市
税
な
ど
を
全
て
納
め
て

い
る
世
帯

■
継
続
補
助

前
年
度
の
補
助
額
が
上
限

額
に
達
し
て
い
な
い
場
合
、
上
限
額
に

達
す
る
ま
で
継
続
し
て
補
助
を
受
け
る

こ
れ
ま
で
、
市
役
所
の
代
表
番
号
に
お

か
け
い
た
だ
い
た
電
話
は
、
電
話
交
換
手

に
よ
り
庁
舎
内
の
担
当
部
署
へ
電
話
を
つ

な
い
で
い
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
担
当
部
署
へ
電
話
が
つ
な
が
る
よ
う

に
す
る
た
め
に「
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
」シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
か
ら
の
通
知
な
ど
に

記
載
さ
れ
た
４
桁
の
内
線
番
号
を
押
す
こ

と
で
、
電
話
交
換
手
を
通
さ
ず
に
担
当
部

署
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
度

上
限
額
か
ら
す
で
に
交
付
を
受
け
た
額

を
差
し
引
い
た
額
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費

令
和
４
年
１
月
１
日

か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
の
間
に
支
払

わ
れ
た
次
の
費
用

①
住
宅
の
購
入
費
用（
土
地
の
購
入
費
用

は
対
象
外
）

②
住
宅
の
賃
貸
借
費
用（
賃
料
、
敷
金
、
礼

金
、公
益
費
、仲
介
手
数
料
な
ど
）

＊
勤
務
先
か
ら
住
宅
手
当
が
支
給
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
住
宅
手
当
分
は
補
助
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

③
引
越
費
用（
引
越
業
者
ま
た
は
運
送
業

者
に
支
払
っ
た
費
用
）

④
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用（
倉
庫
・
車
庫
に
係

る
工
事
費
用
、
外
構
に
係
る
工
事
費
用

な
ど
は
対
象
外
）︻
新
設
︼

■
補
助
金
額

〇
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
世
帯

上
限

60
万
円（
30
万
円
か
ら
引
き
上
げ
）

〇
そ
れ
以
外
の
世
帯

上
限
30
万
円

■
申
請
期
間

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

＊
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

■
申
請

・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来

課（
内
線
１
２
５
１
）

千
曲
市
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
の

お
知
ら
せ

市
役
所
代
表
番
号
に
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

導
入
し
ま
す

４
桁
の
内
線
番
号
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
お
待
ち
い
た
だ
く
と
電
話

交
換
手
に
つ
な
が
り
、
担
当
部
署
に
案
内

い
た
し
ま
す
。

■
導
入
開
始
予
定

５
月
９
日（
月
）

■
利
用
方
法

代
表
電
話
番
号（
℡
０
２

６

－

２
７
３

－

１
１
１
１
）に
か
け
て

い
た
だ
い
た
後
、４
桁
の
内
線
番
号
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課（
内
線
４
１

４
４
）

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、

切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
。

千曲市子育てガイドἨック 千曲市子育て応援アプリ

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
市
に
は
育
児
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

「
初
め
て
の
妊
娠
で
不
安
が
い
っ
ぱ
い
」「
身
近
に

協
力
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」な
ど
、
育
児
や
子

育
て
を
し
て
い
る
と
、
困
っ
た
こ
と
や
心
配
な
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
不
安
や
悩
み
の
な

い
親
は
い
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相　　談 内　　容 問　い　合　わ　せ　先

健康・育児相談 妊婦や乳幼児の健康・育児・食事に関すること、
身体計ଌなど 健康推進課（内線 2121）

子育て相談 乳幼児の育児に関すること

更埴子育て支援センター
℡ 026-273-6180
上山田子育て支援センター
℡ 026-275-6017

家庭児童相談 児童の身体的、精神的、生活上のさまざまな問
題に関すること こどもະ来課（内線 1262）

฼子（ひとり親）相談 ひとり親家庭の生活上のさまざまな問題に関す
ること こどもະ来課（内線 1261）

D7（ドメスティック・バイ
オレンス）相談

同ډ関܎にある഑ۮ者や྆親・兄ఋ・親ੰなど
の家଒から受ける家庭内๫力に関すること

長野県女性相談センター
℡ 026-235-5710
千曲࡯ܯ署
℡ 026-272-0110
こどもະ来課（内線 1261）

児童虐待相談 児童虐待に関すること

長野県中央児童相談所
℡ 026-238-8010
千曲࡯ܯ署
℡ 026-272-0110
こどもະ来課（内線 1262）
長野県児童虐待・D724 時間ホットライン
℡ 026-219-2413

教育相談 不ొ校・いじめ・学校不適応・進࿏（就学相談）
または学校や園での指導方法に関すること

教育相談センター（総合教育センター内）
℡ 026-273-5105

＼ひとりで悩まず、相談！／

千曲市で子育てをする人に必要
な৘報をまとめた࡭子です。

電子書籍はこ
ちらからˠˠ

子育て支援に関する৘報がこの
アプリに集約されています。市
が഑信する子育て৘報を受け取
ることができます。

アプリ取得はこ
ちらからˠˠˠ

市役所ிࣷ（℡ 026-273-1111）にかける

担当部署がわからない
場合

そのままお待ちください

電話ަ׵手に
つながります

担当部署（内線番号）
がわかる場合

担当部署につながります

４ܻの内線番号をԡし
てください

市役৑へのᩓᛅお問い合わせ方法

子育ての心強い ミカタ！
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特
定
健
康
診
査

■
対
象
者

40
歳
か
ら
74
歳
の
千
曲
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者

■
費
用

１
０
０
０
円

＊
昭
和
57
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
58
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
無
料

■
健
診
内
容

身
体
計
測（
身
長
・
体
重

・
腹
囲
）、
問
診
、
血
圧
測
定
、
診
察
、

血
液
検
査
、尿
検
査
、心
電
図
検
査

●
集
団
健
診

■
期
日

・
会
場

〇
５
月
２
日（
月
）、
11
日（
水
）、
12
日

（
木
）・
市
役
所
３
階
会
議
室

〇
５
月
６
日
（
金
）・
稲
荷
山
公
民
館

〇
５
月
９
日
（
月
）・
屋
代
公
民
館

〇
５
月
13
日
（
金
）・
戸
倉
創
造
館

〇
５
月
20
日
（
金
）・
市
総
合
観
光
会
館

■
受
診
方
法

す
で
に
申
し
込
ん
で
い
る

人
に
は
個
人
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
日

程
な
ど
詳
細
を
確
認
し
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
新
た
に
集
団
健
診
を
希
望
す

る
人
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

＊
会
場
が
混
み
合
わ
な
い
よ
う
、
指
定
の

受
付
時
間
を
確
認
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

●
個
別
健
診
（
市
指
定
の
医
療
機
関
で
受

診
）

■
期
間

６
月
１
日（
水
）～
令
和
５
年

２
月
28
日（
火
）

＊
一
部
の
医
療
機
関
は
12
月
末
ま
で
の
実

施
で
す
。

■
受
診
方
法

集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
な
い
人
に
問
診
票
を
郵
送
し

ま
す
。
事
前
に
予
約
の
う
え
、
市
指
定

の
医
療
機
関（
左
表
）で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
健
診
結
果
な
ど
か
ら
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
に
よ
る
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

■
対
象
者

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

＊
生
活
習
慣
病
に
よ
り
医
療
機
関
で
必
要

な
治
療
や
検
査
を
受
け
て
い
る
人
や
病

院
・
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
費
用

無
料

＊
心
電
図
希
望
者
は
、
別
途
１
４
３
０
円

か
か
り
ま
す
。

■
健
診
内
容

身
体
計
測（
身
長
・
体
重

・
腹
囲
）、
問
診
、
血
圧
測
定
、
診
察
、

血
液
検
査
、尿
検
査

■
期
間

６
月
１
日（
水
）～
令
和
５
年

２
月
28
日（
火
）

＊
一
部
の
医
療
機
関
は
12
月
末
ま
で
の
実

施
で
す
。

■
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
受
診
方
法

後
日
、
問
診
票
な
ど
を
郵

送
し
ま
す
。
事
前
に
予
約
の
う
え
、
市

指
定
の
医
療
機
関（
左
表
）で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課

（
内
線
２
１
０
２
）

特
定
健
康
診
査
と
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

市がਦ定するҔၲೞ᧙ 【ᣁ̝ဪӭ᪯】

医療機関名 電話番号
あんずのཬクリニック（森） 026-272-1005
菅谷東クリニック（粟佐） 026-272-0493
坂口整形外科（屋代） 026-273-8680
ಖ沢内科クリニック（屋代） 026-272-3713
島谷医院（杭瀬下） 026-273-1201
千曲中央病院（杭瀬下） 026-273-1725
中沢医院（小島） 026-272-0131
島田クリニック（小島） 026-273-8788
もみのき内科クリニック（ऐࣘ） 026-272-3610
൧島医院（中） 026-272-0269
いなりやまクリニック（稲荷山） 026-214-3501
Ԭ田外科医院（稲荷山） 026-272-2828
菅谷医院（稲荷山） 026-272-1024
安ཬ医院（内川） 026-275-7800
とぐらクリニック（戸倉） 026-275-0405
やまざき医院（上徳間） 026-276-2700
ともൻ೘ث科クリニック（磯部） 026-261-5815
とよき内科（磯部） 026-276-0413
市川内科医院（上山田Թઘ） 026-275-5515
長野ण光会上山田病院（上山田Թઘ） 026-275-1581
いろかわ医院（坂城町） 0268-82-2143
松尾医院（坂城町） 0268-82-2013
さかき生協診療所（坂城町） 0268-82-0101
武市医院（坂城町） 0268-82-2606
こうだ内科（坂城町） 0268-75-7887
村上堂大井クリニック（坂城町） 0268-81-3131
東信よしだ内科（坂城町） 0268-81-1330

＊医療機関で受診する場合は、10月以降になるとイ
ンフルエンβの予防接種で混み合うことが予૝さ
れるため、９月末までの受診をおקめします。

＊ともൻ೘ث科クリニックは後期高ྸ者健康診査は
実施していません。

将
来
の「
月
の
都
」の
姿
を
考
え
る
な

か
で
、
日
本
遺
産「
月
の
都
千
曲
」を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
具
体
的
な

ア
イ
デ
ア
を
話
し
合
い
ま
す
。

■
日
時

第
１
回
目
６
月
12
日（
日
）午

後
２
時
～
午
後
５
時

＊
２
～
３
回
程
度
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
会
場

市
日
本
遺
産
セ
ン
タ
ー（
大
字

八
幡
４
９
９
３
番
地
１
）

■
対
象
者

〇
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
学
生
や
若
者

〇
ま
ち
づ
く
り
や
商
業
に
携
わ
る
若
手
プ

レ
ー
ヤ
ー

日
本
遺
産
「
月
の
都

千
曲
」
活
用
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

と
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い

人
と
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人
が
会

員
と
し
て
登
録
し
、
子
育
て
の
相
互
援
助

活
動
を
有
償
で
行
な
う
会
員
組
織
で
す
。

■
支
援
の
内
容

保
育
園
、
幼
稚
園
、
児

童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
送
り

迎
え
を
し
た
り
、
時
間
外
に
子
ど
も
を

預
か
っ
た
り
し
ま
す
。
冠
婚
葬
祭
、
通

院
、
仕
事
、
研
修
会
参
加
や
授
業
参
観

▲申込はこちら

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

■
内
容

国
や
県
が
行
な
う
各
種
統
計
調

査
に
お
い
て
、
調
査
対
象
と
な
る
世
帯

や
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配

布
・
回
収
、
回
収
し
た
調
査
票
の
点

検
・
整
理
を
し
ま
す
。

■
統
計
調
査
員
の
身
分

調
査
期
間
中
は

国
ま
た
は
県
か
ら「
非
常
勤
の
公
務

員
」と
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

■
報
酬

２
～
５
万
円
程
度

＊
報
酬
額
は
調
査
の
種
類
や
受
け
持
ち
件

数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
応
募
資
格

〇
満
20
歳
以
上
で
秘
密
の
保
護
に
関
し
十

分
信
頼
の
お
け
る
人

〇
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

い
人

〇
暴
力
団
員
そ
の
他
の
反
社
会
的
勢
力
に

該
当
し
な
い
人

〇
調
査
期
間
中
、
責
任
を
も
っ
て
調
査
活

動
に
取
り
組
め
る
人

■
応
募
方
法

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
申
し
込
み
の
書
類
な

ど
を
送
付
し
ま
す
。

■
そ
の
他

統
計
調
査
の
実
施
数
や
規
模

は
年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
直
近
で

は
令
和
４
年
10
月
実
施
の
就
業
構
造
基

本
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課（
内
線

４
１
３
４
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す

〇
日
本
遺
産
に
関
す
る
商
品
開
発
な
ど
に

関
心
が
あ
る
市
内
事
業
者

■
定
員

20
人
程
度（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
日
本
遺
産
推
進

協
議
会（
市
日
本
遺
産
推
進
室
内
、
℡

０
２
６

－

２
７
３

－

４
１
７
０
）

な
ど
の
と
き
に
も
、
子
ど
も
を
預
か
り

ま
す
。

■
提
供
会
員
の
対
象

市
内
に
在
住
し
、自

宅
で
の
育
児
も
可
能
で
、
心
身
共
に
健

康
か
つ
、
子
育
て
の
手
伝
い
に
理
解
と

熱
意
が
あ
っ
て
子
ど
も
を
預
か
れ
る
人
。

＊
資
格
、
経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

市
が
行
な
う「
相
互
援
助
活
動
講
習

会
」の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
相
互
援
助
活
動
講
習
会

■
日
時

・
内
容

〇
６
月
24
日（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時
・
心
の
発
達
と
そ
の
問
題
、
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
に
預
か
り
に
つ
い
て
、

身
体
の
発
達
と
病
気
、
子
ど
も
の
栄
養

と
食
生
活

〇
６
月
25
日（
土
）午
前
８
時
50
分
～
午

後
４
時
50
分
・
安
全
と
事
故
、
子
ど
も

の
世
話
、
保
育
の
心
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事

業
に
つ
い
て
、子
ど
も
の
遊
び

＊
託
児
あ
り（
要
予
約
）

■
会
場

市
役
所
３
階
会
議
室

■
申
込
方
法

６
月
17
日（
金
）ま
で
に
、

更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
か
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

更
埴
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

６
１
８
０
）
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第
1ᵗ
回

市
民
体
育
祭

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
初

心
者
の
人
も
腕
自
慢
の
人
も
気
軽

に
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
程

下
表
の
と
お
り

■
対
象
者

市
内
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
人

■
申
込
方
法

各
競
技
開
催
日
の

10
日
前
ま
で
に
、
こ
と
ぶ
き
ア

リ
ー
ナ
千
曲
ま
た
は
戸
倉
体
育

館
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
戸
倉
体
育

館
内
、
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
１
）

○
千
曲
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
こ
と

ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲
内
、℡
０

２
６

－

２
７
３

－

０
０
１
０
）

期日 集合時間 種目 会場 対象 ᵍ 競技方法

５／ 13（金） 14�00 開会式 ことぶきアリーナ千曲 一部の役員、表জ者
５／ 22（日） 9�00 太ݓۃ 戸倉体育館 一般市民（ߨ習会形式）
６／ 12（日） 9�00 空手 ことぶきアリーナ千曲 組手または組ٕ

６／ 19（日） 9�00 テニス 東部テニスコート
更埴テニスコート 一般市民／ダブルス／リーグ戦

６／ 26（日）
7�00 ̤̗野ٿ 更埴中央公園

平和ڮグラウンド 参加希望チームによるトーナメント方式

7�30 ΰルフ 千曲高ݪカントリー
クラブ 一般市民

７／３（日） 8�00 バドミントン ことぶきアリーナ千曲 一般市民（小学生・中学生・高校生以上の部）
７／ 10（日） 8�30 ࣹܸ 菅平ࣹܸ場 一般、鉄๒所持ڐ可者

７／ 17（日）
8�30 道ٷ 千曲市ٷ道場 道協会会員、高校生／個人戦ٷ
9�00 ιフトテニス 更埴テニスコート 一般市民、千曲市スポーツ協会員

７／ 24（日） 14�00 合気道 戸倉体育館 一般市民／演武
７／ 31（日） 8�00 道݋ 戸倉体育館 小・中学生／個人戦
８／５（金） 6�00 トレッキング 木ીۨケַ 一般市民
８／６（土） 9�00 গ林寺ݓ法 ことぶきアリーナ千曲 一般市民／組演武・୯ಠ演武

８／ 21（日）

7�00 水ӭ おおとりプール 男女学年別（小学生 1・2 年、3・4 年、5・6 年
で分ける）成人は 10 別／タイム決勝レースࡀ

8�00 バレーボール
戸倉体育館
上山田農業者トレーニ
ングセンター

中学生以上／ 6 人制

９／３（土） 9�00 ゲートボール 科野のཬゲートボール場 一般市民
９／４（日） 8�30 新体ૢ ことぶきアリーナ千曲 選手クラス協ٞ会
９／ 10（土） 8�00 ॊ道 ことぶきアリーナ千曲 小学生から高校生

９／ 11（日） 5�00 ૣ起き野ٿ
更埴中央公園・平和ڮ
グラウンド・戸倉体育
館・県民グラウンド

市内連ໍ加ໍチーム・一般公募チーム（先着順）
／リーグ戦

10 ／ 30（日） 7�00 マレットΰルフ 千曲ڮ྘地マレットΰ
ルフ場

一般市民
（参加者は当日会場で申込ください。）

11 ／ 20（日） 8�00 ιフトバレー
ボール 東部体育館 一般市民／６人制

１／８（日）
～

２／ 26（日）
8�00 サッカー 千曲市サッカー場 総当りリーグ戦

１／ 15（日） 8�00 バスケット
ボール 戸倉体育館 一般市民／男女別トーナメント

２／ 19（日） 10�00 スキー 菅平高ݪスキー場 小学 4 年～一般

ະ定

8�00 ୎ٿ ະ定 一般市民／シングルス・ダブルス／ߗ式・ラージ

8�00 ཮上 ᤈ༿のཬ
スポーツエリア

小学３・４・５・６年生（1000 ̼）
中学生（800 ̼、1500 ̼、3000 ̼）
高校生および一般（3000 ̼、5000 ̼）

市ൟ体育ᅛの日程など

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
４
月
１

日
現
在
の
車
両
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
納
付
期
限
は
５
月
31

日
（
火
）
で
す
。
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
や
廃
車
の
申
告
を
し
た
の
に
納
税

通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
納
付
期
限
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
納
税
証
明
書

口
座
振
替
で
納
税
す
る
人
の
納
税
通
知

書
は
、
車
検
を
受
け
る
際
の
「
納
税
証
明

書
」
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
口

座
か
ら
の
振
替
を
確
認
し
た
後
、「
納
税

証
明
書
」
を
６
月
上
旬
か
ら
順
次
郵
送
し

ま
す
。
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
債
権
管
理
課

の
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。
納
期
限
以
降
に

記
帳
し
た
通
帳
、
車
検
証
の
写
し
、
運
転

免
許
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
減
免
申
請

次
に
該
当
す
る
場
合
は
申
請
す
る
こ
と
で

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
等
減
免

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
や
戦
傷

病
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
、
身
体
障

が
い
者
で
年
齢
18
歳
未
満
の
人
ま
た
は

知
的
・
精
神
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に

す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
。

＊
減
免
さ
れ
る
の
は
１
人
１
台
で
す
。
普

通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
公
益
減
免

営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
会
福
祉
事
業
を

行
な
う
団
体
が
所
有
し
、
入
所
者
の
送
迎

や
通
院
、
外
出
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
。

○
構
造
減
免

障
が
い
者
用
の
装
置
が
付
い
て
い
る
軽

自
動
車
や
、
障
が
い
者
本
人
が
運
転
す

る
た
め
に
特
別
な
改
造
が
加
え
ら
れ
た

軽
自
動
車
。

＊
公
益
減
免
、
構
造
減
免
の
申
請
は
毎
年

必
要
で
す
の
で
、
前
年
に
減
免
を
受
け

て
い
る
場
合
で
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
減
免
申
請
に
必
要
な
も
の

減
免
申
請

書
、
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
の
写

し
、
障
害
者
手
帳
原
本
、
納
税
義
務
者

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
車
検
証
の

写
し

＊
要
件
や
減
免
の
必
要
書
類
は
申
請
内
容

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

５
月
24
日
（
火
）

■
申
請

・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課（
内
線

１
１
４
４
）

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

納
税
証
明
書
、
減
免
申
請
の
手
続
き
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
な
う

と
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
感
染

症
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
対
象
者
へ
は
、
４
月
上
旬
に
個

別
通
知
ま
た
は
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
ま
し

た
。今

年
度
の
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
人

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■
接
種
期
間

４
月
１
日（
金
）～
令
和

５
年
３
月
31
日（
金
）

■
接
種
費
用

２
０
０
０
円

＊
定
期
接
種（
補
助
）対
象
は
、初
回
接
種

の
１
回
限
り
で
す
。

＊
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
誤
え
ん
に
よ
る
肺
炎

は
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
で
は
予
防
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課（
内
線

２
１
１
３
）

対象者 送付物 持ち物 接種方法
・ະ満で、心臓ࡀ以上65ࡀ60
ਛ臓・ثٵݺの機能またはヒ
ト免Ӹ不全ウイルスによる免
Ӹ機能に障がいを有する人

௨知・
予診票

予診票・
保ূݥ・
接種費用

同෧の実施
医療機関に
予約のうえ、
個別に接種

ࡀ65 昭和32年４月２日生～
昭和33年４月１日生の人

ࡀ70 昭和27年４月２日生～
昭和28年４月１日生の人

ハガキ

健康推進課
で、予診票の
ަ付を受け
たのち、ަ 付
時に渡す実
施医療機関
に予約のう
え、個別接種

ࡀ75 昭和22年４月２日生～
昭和23年４月１日生の人

ࡀ80 昭和17年４月２日生～
昭和18年４月１日生の人

ࡀ85 昭和12年４月２日生～
昭和13年４月１日生の人

ࡀ90 昭和7年４月２日生～
昭和8年４月１日生の人

ࡀ95 昭和２年４月２日生～
昭和３年４月１日生の人

ࡀ100 大正11年４月２日生～
大正12年４月１日生の人

接種対象者 ・ ᡛ付物など

＊աڈに、高ྸ者ഏԌەٿワクチン（自費接種をؚむ）を接種した
　ことのある人は対象外
＊新型コロナワクチンを接種する前後は、13日以上の間ִを空ける

必要があります。
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ンイ ォフ メ ー ョシ ン ンイ ォフ メ ー ョシ ン

■問い合わせ先　保育課（内線1242）

ンイ ォフ メ ー ョシ ン

お知らせ ・ 募集 ・ 催し物

＊イベントなどで特別な記述がなければ、
申し込みは不要、参加費は無料です。

千曲市役所　℡026-273-1111（代表）
〒387-8511　千曲市杭瀬下二丁目1番地

新
׹
⏝
␗
⏴
⏐
イ
␕
ス
ज़

௨
ၐ
な
⎜
の
ࢨ
᪪
で
、
市
報

に
ਫ਼
᠍
し
て
い
る
イ
␃
ン
ト
⎷

講
ࡈ
な
⎜
の
開
͵
内
容
が
ɶ

ഥ

・
٭
更
に
な
る
場
合
が
⍵

⎽
ま
す
⍦

お

知

ら

せ

≘
月
納
期
の
市
税
・

使
用
料
な
ど

〇
ݻ
定
資
産
税
（
１
期
分
）

〇
軽
自
動
車
税

〇
介
護
保
険
料
（
２
期
分
）

〇
保
育
料
・
保
育
所
給
食
費

（
̑
月
分
）

〇
公
共
下
水
道
使
用
料
（
２
期

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

○
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会

社
様（
東
京
都
）

■
݃
˄
の
内
容
・
̅
ᡦ

小
学

ߍ
１
年
生
の
皆
さ
ん
へ
安
全

థ
５
０
０
個
・
子
ど
も
が
ඃ

害
に
あ
う
事
件
・
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め

〇
ಗ
໊
様

■
݃
˄
の
内
容
・
̅
ᡦ

25
万
円
・
市
奨
学
基
金
と
し
て

〇
ಗ
໊
様

■
݃
˄
の
内
容
・
̅
ᡦ

25
万
円
・
市
内
図
書
館
の
図

書
購
入
費
と
し
て

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

伴
う
令
和
４
年
度
固
定
資

産
税
な
ど
の
減
免

令
和
４
年
度
ݻ
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
対
象
者
に

は
、
納
税
通
知
書
に
減
免
申
請

書
を
同
෧
し
ま
す
の
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

令
和
元
年
東
日
本

台
風
の
ඃ
災
に
よ
り
ጶり

災
証

明
の
内
容
が
൒
յ
、
ま
た
は

大
規
模
൒
յ
と
な
っ
た
家
屋

■
提
Ј
書
᫏

令
和
４
年
度
分

ݻ
定
資
産
税ŋ

都
市
計
画
税

減
免
申
請
書

■
提
Ј
方
法

同
෧
の
返
信
用

෧
౵
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
減
免
方
法

２
期
か
ら
４
期

分
の
税
額
か
ら
１
年
分
の
減

免
額
を
減
額
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

（
内
線
１
１
３
３
）

分
）

〇
市
営
住
宅・ற
車
場
使
用
料・

共
益
費
（
̑
月
分
）

〇
学
ߍ
給
食
費

■
納
˄
期
限

̑
月
31
日（
火
）

日
赤
活
動
資
金
募
集
に

ご
協
力
を

市
赤
十
字
ไ
仕
団
で
は
、
毎

年
日
赤
活
動
資
金
の
ื
集
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
実
施
し
ま
す
の
で
、
各
地
区

の
ไ
仕
団
員
が
活
動
資
金
の
ื

集
に
伺
っ
た
際
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ࡢ
年
度
は
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

協
力
に
よ
り
、
１
１
５
８
万
円

の
活
動
資
金
を
日
本
赤
十
字
社

に
送
金
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
送
金
し
た
活
動
資
金
は
災

害
時
医
療
ٹ
援
活
動
、
ٹ
援
物

資
の
整
備
・
配
布
な
ど
に
活
用

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日

民
生
ҕ
員
・
児
童
ҕ
員
の
日

は
、
大
正
６
年
５
月
12
日
に
済

世
ސ
問
制
度
（
地
域
の
ශ
し
い

人
の
相
談
に
の
る
制
度
）
が
岡

山
県
で
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。

民
生
ҕ
員
は
、
民
生
ҕ
員
法

に
基
づ
き
、
厚
生
࿑
働
大
臣
か

ら
ҕ
৤
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
、
児
童
福
祉
法
に
定

め
る
児
童
ҕ
員
を
݉
ね
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
で
、
Ϙ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。現

在
、
市
で
は
１
５
４
人
の

民
生
ҕ
員
・
児
童
ҕ
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
日
ࠒ
か
ら
各

担
当
区
域
で
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
の
安
൱
確
認
、
見
क

り
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け

な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
療
・
介
護
・
子

育
て
・
ࣦ
業
や
経
済
的
困こ

ん
き
ỵ
うځ

に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
行
政
や
ઐ
門
機
関
と
の

つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。
相
談

内
容
の
秘
密
は
क
ら
れ
ま
す
の

で
、
心
配
ご
と
や
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

民
生
ҕ
員
・
児
童
ҕ
員
が
地

域
の
実
情
を
೺
Ѳ
す
る
た
め
に

各
世
帯
を
訪
問
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
担
当
地
域
の
民
生
ҕ

員
・
児
童
ҕ
員
に
つ
い
て
は
、

「
฻
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課

（
内
線
１
２
６
５
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
Ө
ڹ
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

に
直
面
し
て
い
る
住
民
税
ۉ
等

割
非
課
税
世
帯
や
家
計
が
急
変

し
た
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
に

「
ྟ
時
特
別
給
付
金
」
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

給
付
金
の
対
象
と
思
わ
れ
る

人
に
「
確
認
書
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
「
確
認
書
」
を

返
信
し
て
い
な
い
人
は
５
月
20

日
（
金
）
ま
で
に
返
信
し
て
く

だ
さ
い
。

５
月
５
日
（
木
）
～
11
日
（
水
）

は
児
童
福
祉
週
間

す
べ
て
の
子
ど
も
が
家
ఉ
や

地
域
の
中
で
、
๛
か
な
Ѫ
情
に

包
ま
れ
な
が
ら
、
ເ
と
希
望
を

持
っ
て
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て

い
け
る
よ
う
な
環
境
・
社
会
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
令
和
4
年
度
標
ᛖ

見
つ
け
た
よ
޿
が
る
未
来
と

つ
か
む
ເ

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未

ひ
き
こ
も
り
支
援
「
本
人

と
家
族
の
た
め
の
つ
ど
い
」

■
日
時

・
会
場

〇
̑
月
12
日（
木
）、26
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー

〇
̑
月
18
日（
水
）午
後
７
時

～
９
時
・
市
役
所
２
階
保
健

セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健

康
推
進
課（
内
線
２
１
３
２
）

生まれてから小学校入学前までの乳幼児を対象に、市内の保育園・認定こども園で園庭や遊戯
室を開放します。

อҭԂなͲのԂ開์を࣮施します
ೕ༮ࣇのおࢠさんをͭ࣋อޢ者のօさん΁

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課

（
内
線
１
２
６
５
）

ま
た
、
家
計
が
急
変
し
た
世

帯
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
書
の
受
付
期
間
は
、

９
月
30
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課

（
内
線
１
２
６
５
）

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る

場
合
は
届
出
を

森
林
の
立
木
を
െ
࠾
す
る
場

合
、
自
身
が
所
有
す
る
立
木
で

あ
っ
て
も
、
市
に
「
െ
࠾
お
よ

び
െ
࠾
後
の
造
林
の
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
ފ
Ј
方
法

立
木
を
െ
࠾
す

る
30
日
前
ま
で
に
届
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

書
は
農
林
課
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

■
提
Ј

・
問
い
合
わ
せ
先

農

林
課
（
内
線
３
２
６
４
）

●
̬
ܤ
௎
内
の
ᇌ
ங
˝
੔
な
⎜

保
安
林
内
の
立
木
の
െ
࠾
や

土
地
の
形
࣭
の
変
更
な
ど
を
行

な
う
際
は
、
事
前
に
県
へ
の
届

出
ま
た
は
許
可
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

長
野
地
域

振
興
ہ
林
務
課
（
℡
０
２
６

－

２
３
４

－

９
５
２
５
）

「しな鉄」で行こう！

善光寺御開帳は

　渋滞がなく快適な「鉄道の旅」を楽しんで
みませんか？
　しなの鉄道では土・日曜日、祝日に観光有
料快速列車を運行しています。全席指定で
必ず座れ、フリーW

ワ イ フ ァ イ

i-Fiやコンセント完備の
「軽井沢リゾート１号」を利用して、善光寺
御開帳を楽しみましょう。
＊乗車の際は乗車券と座席指定券が必要です。

詳細はしなの鉄道ホームページを確認して
ください。

■申込 ・ お問い合わせ先

　しなの鉄道株式会社
　（℡0268-21-3470）

ホームページ
はこちら▶▶

˔Ҵՙ͘ࢁΔみこͲ΋Ԃ
■開放日　月２回

˔ຬরࣉอҭԂɺಙԠӃอҭԂ
■開放日　月～金曜日

˔市಺ެཱอҭԂɺあかͶอҭԂɺあかͶ๺อҭԂ
■開放日　５月11日（水）、６月15日（水）、７月13日（水）、９月７日（水）、
　10月５日（水）、11月９日（水）
■時間　午前９時30分から11時

＊満照寺保育園、徳応院保育園、稲荷山くるみこども園の開放日時は園に問い合わせてください。

来
課
（
内
線
１
２
５
１
）



市報千曲　令和４年５月　  20 　21  市報千曲　令和４年５月

ンイ ォフ メ ー ョシ ン ンイ ォフ メ ー ョシ ン

第
14
回
み
ん
な
で
育
て
る

協
働
の
森
づ
く
り
（
市
植

樹
祭
）
の
内
容
変
更

市
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
、
第
14
回
み
ん
な
で
育
て
る

協
働
の
森
づ
く
り（
市
২
थ
祭
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
を
ؑ
み
、
規
模
を

ॖ
小
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

一
ൠ
参
加
者
の
ื
集
は
中
ࢭ

と
し
、
午
後
の
木
工
ڭ
室
な
ど

も
中
ࢭ
と
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

（
内
線
３
２
６
２
）

指
定
ご
み
袋
追
加
購
入

チ
ケ
ッ
ト
を
ご
み
袋
に

交
換
し
ま
す

３
月
ま
で
に
市
役
所
窓
口
で

自
衛
官
採
用
試
験

Ṟ
自
ᘓ
ܫ
ͅ
補
生

■
受
᬴
資
格

18
歳
以
上
32
歳

未
満
の
人

■
受
˄
期
間

年
間
を
通
じ
て

受
付

■
ᚾ
᬴
日

受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

ṟ
一
ᑍ
幹
部
ͅ
補
生

■
受
᬴
資
格

22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
人

■
受
˄
期
限

６
月
16
日（
木
）

■
ᚾ
᬴
期
日

〇
１
次
ࢼ
験

６
月
25
日（
土
）

〇
２
次
ࢼ
験

８
月
１
日（
月
）

～
８
月
７
日
（
日
）
の
間
の

１
日

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

（
内
線
３
２
６
４
）

＊
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

自
Ӵ
ୂ
長

野
地
方
協
力
本
部
長
野
地

域
事
務
所
（
℡
０
２
６

－

２

３
５

－

６
０
２
６
）

乳
が
ん
検
診
の
受
診
を

５
月
か
ら
６
月
に
ೕ
๪
超
音

波
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

日
本
で
は
ೕ
が
ん
の
ױ
者
数

が
૿
加
し
て
お
り
、
特
に
ঁ
性

の
30
歳
か
ら
64
歳
の
ࢮ
๢
原
Ҽ

の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
が
ん

が
ま
だ
小
さ
い
早
期
の
ஈ
階
で

見
つ
け
る
こ
と
が
大
੾
で
す
。

■
対
象
者

20
歳
～
39
歳
、
75

歳
以
上
の
ঁ
性

■
౨
診
日
程

市
報
４
月
号
ં

込
の「
令
和
４
年
度
各
種
検

診
日
程
の
ご
案
内
」を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
૰
金

２
２
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健

康
推
進
課（
内
線
２
１
３
２
）

松
く
い
虫
被
害
木
の
伐
倒

駆
除

松
く
い
஬
に
よ
る
松
ރ
れ
ඃ

害
が
市
内
޿
域
で
発
生
し
て
い

る
た
め
、
െ
౗
駆
除
や
ༀ
ࡎ
ࢄ

布
な
ど
で
ア
カ
マ
ツ
を
क
る
対

策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

原
則
、
ࢲ
有
林
内
の
松
く
い

஬
ඃ
害
木
は
、
森
林
所
有
者
の

責
任
で
ద
੾
な
ॲ
理
が
必
要
で

す
が
、
ඃ
害
の
֦
大
防
ࢭ
の
た

め
、
早
期
に
駆
除
す
る
必
要
の

あ
る
ඃ
害
木
は
、
所
有
者
へ
の

連
བྷ
な
く
市
で
駆
除
す
る
場
合

水
路
の
止
め
板
の
撤
去
を

お
願
い
し
ま
す

近
年
、
ή
リ
ラ
߽
雨
と
ݺ
ば

れ
る
集
中
߽
雨
に
よ
り
、
ଆ
ߔ

や
水
路
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
、
田

ാ
の
冠
水
や
宅
地
へ
の
浸
水
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雨
量
の
多
い
と
き
に
、
水
路

に
ࢭ
め
൘
が
設
置
さ
れ
て
い
る

と
、
上
流
で
൙
ཞ
す
る
原
Ҽ
に

な
り
ま
す
。
大
雨
が
予
想
さ
れ

る
場
合
や
集
中
߽
雨
の
時
な
ど

は
、
あ
ら
か
じ
め
ࢭ
め
൘
を
外

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課

（
内
線
３
２
７
１
）

空
き
家
・
空
き
地
の
適
正

管
理
を
お
願
い
し
ま
す

毎
年
、春
か
ら
ळ
に
か
け
て
、

空
き
家
・
空
き
地
の
管
理
に
つ

い
て
の
ۤ
情
や
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

空
き
家
・
空
き
地
の
所
有
者

は
、
定
期
的
に
૲
מ
り
や
ࢬ
の

Ⴉ
定
な
ど
を
行
な
い
、
近
ྡ
や

近
く
を
通
行
す
る
人
の
໎
࿭
に

な
ら
な
い
よ
う
、
ద
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〇
空
き
家
に
つ
い
て

建
設
課
（
内
線
３
２
１
３
）

〇
空
き
地
に
つ
い
て

環
境
課
（
内
線
２
２
０
１
）

ဍ
種
防
້
ሥ
ྸ
資
格
ӕ
ࢽ

講
習
会

■
日
時
（２
日
間
）
６
月
８
日

（
水
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
６
月
９
日（
木
）午
前
９
時

～
午
後
３
時

■
会
場

信
भ
の
幸め

ぐ
み

あ
ん
ず
ホ

ー
ル（
更
埴
文
化
会
館
）

■
受
講
૰

６
０
０
０
円

■
定
員

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

５
月
９
日（
月
）

か
ら
31
日（
火
）ま
で
に
、
各

消
防
署
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・問
い
合
わ
せ
先

〇
戸
倉
上
山
田
消
防
署（
℡
０
２

６

－２
７
６

－０
１
１
９
）

〇
更
埴
消
防
署
（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－０
１
１
９
）

１
１
０
０
円
に
て
購
入
し
た

「
指
定
ご
み
ା
௥
加
購
入
チ
έ

ッ
ト
」を
お
持
ち
の
人
は
、
チ

έ
ッ
ト
１
ຕ
に
つ
き
指
定
ご
み

ା
20
ຕ
と
交
換
し
ま
す
。

＊
市
か
ら
各
世
帯
に
郵
送
し
た

チ
έ
ッ
ト
は
対
象
外
で
す
。

＊
現
金
で
の
払
い
໭
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

廃
غ
物
対
策
課

へ「
指
定
ご
み
ା
௥
加
購
入

チ
έ
ッ
ト
」を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

廃
غ
物
対

策
課（
内
線
２
２
２
１
）

■日程　下記のとおり（全５回）
■時間 午後１時 30 分～３時 30 分
■会場　戸倉創造館
■講師　かけはしの会（食農教育地域リーダー）
■定員 10 人（先着順）
■材料費 １回につき大人 500 円、子ども 300 円
■申込方法　５月 20 日（金）までに電話で申し込
　んでください。１回のみの参加も可能です。

■問い合わせ先　農林課（内線 3281）

౔料ཧڷ
शձߨ

千曲市に఻わΔੲながらのڷ౔৯΍఻౷৯を
օさんとҰॹに࡞りますɻ

̒��� ถคを࢖った料ཧ౔

̔�̒ った料ཧ౔࢖Ͷ͗をۄ

̕��� お΍き౔

����� Ҷを࢖った料ཧ౔

3̑�̎��� ΍しΐうま౔

೔ఔ

　抗体保有率が低い世代を対象とした風しん抗体検査が、令和６年度まで延長となりました。
　風しんは、発熱、発

は っ し ん

疹やリンパ節の腫れを主な症状とする感染症です。感染力が強く、飛沫感染に
よりヒトからヒトへ感染します。成人は子どもより重症化することがあり、また妊娠初期（20 週以前）
の妊婦さんに感染させてしまうと、生まれてくる赤ちゃんの目、耳や心臓に障がいが起きることがあ
ります。

■問い合わせ先 健康推進課（内線2113）

大人の風しん

抗体検査・予防接種の実施期間が延長されました

対象者へ、有効期限が 2025 年２月のクーポン券を４月下旬に発送しました。新し
いクーポン券が届いたら、有効期限が 2022 年２月以前のものは破棄してください。クーポン券

市内在住で、昭和 37 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれの男性
＊すでにクーポン券を使用して、抗体検査・予防接種を受けている人は対象外です。
　詳細は、クーポン券を確認してください。

対象者

抗体検査を受け、抗体なしという結果がでた場合は、予防接種を受けてください。
抗体検査・予防接種は無料です。
＊風しんにかかったことのある人、風しん予防接種をした記録がある人、平成26

年４月以降に風しん抗体検査を実施し、十分な抗体があることが判明している
人は抗体検査・予防接種は不要です。

実施方法

予防接種の必要性は、抗体検査でわかります

あなたとこれから生まれてくる世代の子どもを守るために、まずは抗体検査を受けましょう。

▲自衛隊長野地方協力
　本部のホームページ
　はこちら

対象となるチケット

追加購入チケット

（市役所窓口で1,100円で購入したもの）
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作る！

見る！

学ぶ！

親子で

体験！

■申込 ・ 問い合わせ先　森将軍塚古墳館（〒 387-0007 千曲市屋代 29 番地 1、℡ 026-274-3400）

募

集

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
は
に

し
な
寮
」
の
介
護
職
員

養
護
࿝
人
ホ
ー
ム
「
は
に
し

な
ྈ
」
で
は
、
介
護
職
員
（
パ

公
共
職
業
訓
練
７
月
開
講

コ
ー
ス

■
⏝
ー
ス

〇
電
気
設
備
技
ज़
科

〇
Ϗ
ル
設
備
サ
ー
Ϗ
ス
科

■
定
員

15
人

■
期
間

７
月
５
日（
火
）～

６
か
月
間

■
会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

長
野
（
長
野
市
）

■
対
象
者

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ٻ

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

■
受
講
૰

無
料
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
）

■
申
込
期
限

５
月
25
日（
水
）

■
申
込
先

近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク

●
Ꮀ
業
᚞
ጀ
଀
ᚨ
ᙸ
ܖ
会

■
日
時

５
月
11
日
（
水
）、
24

日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

長
野
（
長
野
市
）

■
対
象
者

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ٻ

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

（
月
）

③
ワ
ー
ド
基
ૅ
・
６
月
11
日

（
土
）、18
日（
土
）、25
日（
土
）

④
ワ
ー
ド
応
用
・
６
月
27
日

（
月
）、
28
日（
火
）、７
月
４

日（
月
）、５
日（
火
）

⑤
エ
ク
セ
ル
応
用
・
６
月
16
日

（
木
）、23
日（
木
）

⑥
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト（
プ
レ
θ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）・
６
月
17

日（
金
）、24
日（
金
）

⑦
̟
̬

－

̘
̖
̙
応
用
・
６
月

７
日（
火
）、
14
日（
火
）、
21

日（
火
）

■
受
講
૰

①
②
６
３
２
０
円
、

③
１
万
５
０
０
０
円
、
④
⑤

１
万
２
０
０
０
円
、
⑥
１
万

１
０
０
０
円
、
⑦
１
万
６
０

０
０
円

■
時
間

①
②
③
⑤
⑥
⑦
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
、

④
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

■
会
場

長
野
地
域
職
業
܇
࿅

セ
ン
タ
ー（
長
野
市
）

■
定
員

各
10
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

５
月
９
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
受
講
日
の
１

ि
間
前
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

長

野
地
域
職
業
܇
࿅
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
６

－

２
２
１

－

０

５
０
５
）

ー
ト
タ
イ
ム
）を
ื
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

１
人

■
募
集
期
間

ਵ
時

■
業
Ѧ
内
容

入
所
者
の
朝
食

配
હ
、
食
事
介
助
、
食
堂
清

૟
な
ど

■
Ѯ
Ѧ
場
所

養
護
࿝
人
ホ
ー

ム「
は
に
し
な
ྈ
」（
坂
城
町
）

■
Ѯ
Ѧ
時
間

午
前
６
時
～
９

時
（
３
時
間
）

■
Ѯ
Ѧ
日
ૠ

月
11
日
以
内

■
᝹
金

時
給
１
２
４
０
円

■
手
࢘
な
⎜

通
勤
手
当
、
ॲ

۰
改
ળ
手
当
、
৆
与
、
制
෰

貸
与
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

長
野
޿
域

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
生
徒

●
⏧
フ
ト
⏰
⏵
ス
ス
ク
ー
␕

■
日
時

毎
ि
日
༵
日

〇
初
級

午
前
９
時
30
分
～
11

時
〇
中
級

午
前
11
時
～
午
後
０

時
30
分

＊
水
・
木
༵
日
の
夜
も
開
催
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所

勤
࿑
者
体
育
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
で
は
、
Տ
川
Ѫ

護
の
普
及
ܒ
発
の
΄
か
、
地
域

住
民
と
の
連
携
を
ਂ
め
、
Տ
川

に
関
す
る
情
報
や
意
見
を
೺
Ѳ

す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を
ื
集

し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

活
動
ൣ
囲
の
近

（ྡ
お
お
む
ね
５
ἅ
㍍
以
内
）

に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の

人
で
、
千
曲
川
・
ࡄ
川
に
接

す
る
機
会
が
多
く
、
Տ
川
Ѫ

護
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
。

＊
た
だ
し
、
公
職
に
就
い
て
い

る
人
を
除
く

■
募
集
人
員

若
ׯ
໊

■
˓
期

７
月
１
日
～
令
和
５

年
６
月
30
日
ま
で

■
活
動
内
容

千
曲
川
・
ࡄ
川

の
Տ
川
の
利
用
状
況
や
Տ
川

環
境
に
関
す
る
意
見
を
最
௿

月
１
回
報
告

■
報
酬

月
額
４
５
８
０
円

（
予
定
）

■
応
募
方
法

千
曲
川
Տ
川
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

応
ื
用
ࢴ
を
記
入
の
う
え
、

５
月
23
日
（
月
）
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募

・
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
千
曲
川
Տ
川

事
務
所
઎
用
調
整
課
（
℡

■日時　６月 26 日（日）午前９時 30 分～正午
■会場　森将軍塚古墳館
■対象　市内小学校高学年の親子
■定員　５組（10 人）
＊申し込み多数の場合は抽選となります。
■材料費　１人 500 円
■申込方法　ハガキに必要事項（氏名・学年・住所・連絡のつく電話番号）を記入のう

え、５月18日（水）までに郵送（当日消印有効）してください。
＊ファックス・メール・電話での申し込みは受け付けておりません。決定した人には、

ハガキで詳細を連絡します。　

第１回はガラス棒をバーナーで溶かしてガラス玉を作る 「親子でガラス玉づくり体験」 です。

古墳館子ども教室の参加者を募集します

０
２
６

－

２
２
７

－

７
７
６

８
、
'"9
０
２
６

－

２
２
７

－

４
０
７
１
）

■
૰
金

３
回
݊
２
４
０
０
円
、

６
回
݊
４
５
０
０
円
、９
回

݊
６
３
０
０
円
、15
回
݊
９

５
０
０
円

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

ア

プ
リ
コ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
池
田
さ
ん（
℡
０
９
０

－

５
５
６
１

－

４
９
６
６
、
'"9

０
２
６

－

２
４
７

－

８
６
４

５
、電
子
メ
ー
ルKVOJDIJ�

22!
PVUMPPL�KQ

）

パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得
講
座

■
⏝
ー
ス
・
日
程

①
ワ
ー
ド
入
門
・
６
月
３
日

（
金
）

②
エ
ク
セ
ル
入
門
・
６
月
６
日

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

■
日
時

６
月
25
日
～
令
和
５

年
３
月
４
日
ま
で
の
ִ
ि
土

༵
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

■
会
場

市
役
所
３
階
会
議
室

■
対
象
者

千
曲
市
ま
た
は
坂

城
町
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

で
ௌ
֮
障
が
い
を
理
解
し
、

日
常
生
活
に
必
要
な
手
話
を

習
得
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

ௌ
֮
障
が
い
者
と
関
わ
り
を

持
っ
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ

る
人

■
受
講
૰

３
３
０
０
円
（
税

込
）

■
定
員

15
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

福
祉
課
ま
た
は

坂
城
町
福
祉
健
康
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
６

月
10
日
（
金
）
ま
で
に
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

福

祉
課
（
内
線
１
２
７
２
）

連
合
養
護
࿝
人
ホ
ー
ム「
は

に
し
な
ྈ
」（
℡
０
２
６
８

－

８
２

－

２
２
３
６
）

■
内
容

公
共
職
業
܇
࿅
の
説

明
、
施
設
見
学
な
ど

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

（
℡
０
２
６

－

２
４
３

－
７

８
５
６
）

■申請 ・ 問い合わせ先　廃棄物対策課（内線 2221）

対象者 減免対象 減免内容

紙
お
む
つ
利
用
世
帯

乳幼児
平成31年4月2日
以降に誕生した乳
幼児がいる世帯

年間50枚を限度に、1枚
40円の処理手数料を減免
します。
＊誕生月により、購入枚

数が異なります。

身体障がい
者・要介護
者など

紙おむつを大量に
利用している世帯
＊夜間や外出時の

み利用するなど
の一時的な利用
は対象外

年間100枚を限度に、1枚
40円の処理手数料を減免
します。
＊申請時に紙おむつを購

入したことがわかる領
収書２枚以上の提示が
必要です。

在宅医療
廃棄物

排出世帯

腹膜透析などで大
量の在宅医療廃棄
物を排出する世帯

年間100枚を限度に、1枚
40円の処理手数料を減免
します。

対象者など

＊袋代は自己負担です。

■対象者 市内に住民票があり、下表に該当する
　世帯
■申請期限　令和５年３月31日（金）
■申請方法　世帯主または世帯を同一にする人が

申請してください。
＊住民基本台帳上で申請者世帯と世帯を同一とし

ない人が申請する場合は、「代理申請」となります。
申請者世帯の同意を得たうえで申請してください。

紙おむつ利用世帯などの

ごみ袋減免販売
実施中

˛千曲川河川
　事務所の
　ホームペー
　ジはこちら

家
庭
に
お
け
る
性
教
育

セ
ミ
ナ
ー

■
日
時

５
月
21
日
（
土
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場

市
役
所
３
階
会
議
室

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

■
講
ࠖ

白
澤
ষ
子
さ
ん
（
川

中
島
の
保
健
室
）

■
定
員

〇
会
場
受
講

20
人

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

20
人

＊
ど
ち
ら
も
先
着
順

■
申
込
方
法

５
月
16
日（
月
）

ま
で
に
な
が
の
電
子
申
請
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
を
希
望
す

る
人
は
、
な
が
の
電
子
申
請

の
み
と
な
り
ま
す
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

３

６
９
３
）
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ンイ ォフ メ ー ョシ ン ンイ ォフ メ ー ョシ ン

第
␺
回
̮
߸
ܖ
講
ࡈ

■
日
時

５
月
７
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
10
分

■
会
場

長
野
県
立
ྺ
史
館

■
講
᫆

「
鉄
୘
と
ਡ
訪
信
ڼ

～
神
と
人
を
つ
な
ぐ
音
～
」

■
講
ࠖ

࡫
本
正
治
さ
ん
（
県

立
ྺ
史
館
特
別
館
長
）

■
૰
金

講
座
݊
（
一
ൠ
３
０

０
円
、
大
学
生
１
５
０
円
、

高
ߍ
生
以
下
無
料
）

■
定
員

80
人
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
よ
る
事
前
申
込
制
）

■
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
立

ྺ
史
館
総
合
情
報
課
（
℡
０

２
６

－

２
７
４

－

３
９
９
１
）

ഭ
Ӫ
᫾
で
⎆
⎜
も
の
日

■
日
程

５
月
５
日
（
木・ॕ
）

■
会
場

長
野
県
立
ྺ
史
館

■
内
容

①
プ
ラ
൘
づ
く
り

　
　
　
　
②
ク
イ
ズ

＊
ク
イ
ズ
参
加
者
先
着
１
０
０

人
に
記
೦
品
を
配
布
し
ま
す
。

■
そ
の
他

○
入
館
料
は
高
ߍ
生
以
下
無
料
。

子
ど
も
１
人
に
つ
き
大
人
１

人
無
料
。
た
だ
し
①
プ
ラ
൘

づ
く
り
の
み
参
加
の
場
合
は

入
館
料
な
し
。（
ࡐ
料
費
１

個
１
０
０
円
が
必
要
）

○
混
ࡶ
時
は
作
業
時
間
を
区
੾

２
０
２
２
年
所
蔵
品
展

「
至
宝
の
名
品

－

学
芸
員

の
イ
チ
オ
シ

考
古
資
料

編

－

」

■
期
間

６
月
12
日
（
日
）
ま

で
■
会
場

長
野
県
立
ྺ
史
館

■
૰
金

一
ൠ
３
０
０
円
、
大

学
生
１
５
０
円
、
高
ߍ
生
以

下
無
料

■
内
容

所
ଂ
品
展
と
し
て
、

土
ث
、
石
ث
、
木
੡
品
と
い

っ
た
考
古
資
料
に
য
点
を
当

て
、
重
要
文
化
ࡒ
や
長
野
県

ๅ
を
含
む
当
館
所
ଂ
の
ҳ
品

を
঺
介
し
ま
す
。

■
ɼ
な
ޒ
ᅆ
Լ

〇
塩
৲
市
吉
田
川
西
遺
跡
出
土

「
緑り

Ỷ
く
Ώ
う
と
う
き

ᬵ
ಃ
ث
」（
平
安
時
代
、

重
要
文
化
ࡒ
）

〇
千
曲
市
社
宮
司
遺
跡
出
土

「
木も

く
ぞ
う
Ζ
っ
か
く
΄
う
ど
う

造
六
֯
ๅ
ቾ
」（
平
安
時

代
、
長
野
県
ๅ
）

〇
上
田
市
ਞ
അ
塚
古
෿
出
土

「
ۜぎ

ん
ぞ
う
が
ん
た
ち

象
ቕ
大
౛
」（
古
෿
時
代
）

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
立

ྺ
史
館
総
合
情
報
課
（
℡
０

ガ
ー
デ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

倶
楽
部

■
日
時

５
月
９
日
（
月
）、

23
日
（
月
）
午
前
９
時
～

■
会
場

白
ௗ
園

■
内
容

Ֆ
の
お
手
入
れ
を
し

な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
や
情

報
共
有
を
ָ
し
み
ま
す
。

■
ਤ
⎔
ཋ

手
ା
、ス
コ
ッ
プ
、

Ֆ
੾
は
さ
み
、
૲
מ
り
ח

■
஌
ᘺ

作
業
で
き
る
෰
装

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

湯
の
さ
と
ち
く
ま
白
ௗ
園

（
℡
０
２
６

－

２
７
５

－

0
4

０
０
）

〈広告欄〉 広告掲載のお問い合わせは株式会社アサヒエージェンシー（℡026-233-2222）まで

子育て支援センターからのお知らせ

問い合わせ先

利用時間帯
①   9：00 ～ 10：30
② 10：30 ～ 12：00
③ 13：30 ～ 15：00
④ 15：00 ～ 16：00

当分の間、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、完全予約制にしてい
ます。来館利用が中止になった場合も、電話による育児相談およびファミ
リーサポート事業は実施しています。
【予約方法】

１．利用時間帯①～④の中から希望の時間帯を電話で予約してください。予約は利用日の前日または当
　　日とし、休館日明けの予約は休館日の前日までに連絡してください。
２．予約が混雑する場合は利用回数を制限させていただくことがあります。予約状況は「千曲市子育て
　　応援アプリ」で確認できます。

施設ご利用にあたってのお願い01

誕生日会（事前予約） 更埴子育て支援センターは月１回、
上山田子育て支援センターは個別予約制で開催！02

お子さんの誕生日を、支援センターでお祝いし
ませんか。身長・体重・手形・親子写真を載せ
た誕生日カードをお作りします。事前に各子育
て支援センターへ申し込んでください。

■日程・会場

　①５月26日（木）・更埴子育て支援センター
　②随時・上山田子育て支援センター
■写真代 40円

日程 時間 内容 会場

５月11日（水） 午前９時30分～11時30分 就労相談
更埴子育て支援センター

５月12日（木）
午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分 栄養相談

午前10時～正午 就労相談
上山田子育て支援センター５月19日（木） 午前10時～正午、

午後１時30分～３時30分 栄養相談

各種相談（事前予約）03

春のかわいいモービルづくり
■受付期間

　５月６日（金）～17日（火）
■実施期間

　５月18日（水）～24日（火）
＊時間は午前９時～午後４時

親子で工作（事前予約制）

更埴子育て支援センター限定

開館時間　午前８時30分～午後５時
休館日　   毎週土曜日
住　所　　千曲市杭瀬下三丁目18番地
電　話　　026-273-6180

更埴子育て支援センター

開館時間　午前８時30分～午後５時
休館日　   毎週日曜日
住　所　　千曲市大字上山田825番地2
電　話　　026-275-6017

上山田子育て支援センター 千曲市子育て
応援アプリ

ダウンロードは
こちら

〈広告欄〉 広告掲載のお問い合わせは株式会社アサヒエージェンシー（℡026-233-2222）まで

ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
立

ྺ
史
館
総
合
情
報
課
（
℡
０

２
６

－

２
７
４

－

３
９
９
１
）

ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会

■
日
時

５
月
14
日
（
土
）
午

後
５
時
30
分
か
ら

■
会
場

戸
倉
図
書
館

■
対
象

保
育
・
幼
稚
園
児
、

小
学
生
௿
学
年
ま
で
（
必
ず

保
護
者
と
一
ॹ
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
）

■
内
容

͵
い
ぐ
る
み
と
一
ॹ

に
お
は
な
し
会
に
参
加
し
ま

す
。
そ
の
あ
と
͵
い
ぐ
る
み

は
お
ധ
り
し
て
、
本
を
選
ん

だ
り
図
書
館
の
お
仕
事
を
し

ま
す
。

■
定
員

10
組
（
先
着
順
）

■
ਤ
⎔
ཋ

͵
い
ぐ
る
み

■
参
加
費

１
０
０
円

■
申
込
方
法

５
月
13
日（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

戸
倉
図
書

館
（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

７
０
０
１
）

２
６

－

２
７
４

－

３
９
９
１
）

新
緑
の
大
田
原
自
然
観
察
会

■
日
時

５
月
21
日
（
土
）
午

前
９
時
～
正
午
ご
Ζ
（
ѱ
ఱ

中
ࢭ
）

■
集
合
場
所

大
田
原
マ
レ
ッ

͵

し

ཋ

ト
ΰ
ル
フ
場
ற
車
場

■
ᚇ
ݑ
場
所

大
田
原
の
集
མ

内
■
ਤ
⎔
ཋ

双
؟
ڸ
、カ
メ
ラ
、

ච
記
用
具
、雨
具
、ҿ
み
物
、

お
や
つ
、
千
曲
市
の
自
然
観

察
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
持
っ
て

い
る
人
）

■
஌
ᘺ

長
କ
、
長
ズ
Ϙ
ン
、

ཤ
き
慣
れ
た
ۺ

■
参
加
費

３
０
０
円
（
保
険

代
な
ど
）

■
ɼ
͵

・
問
い
合
わ
せ
先

̣

̥
̤
法
人
千
曲
市
環
境
市
民

会
議
事
務
ہ
（
℡
０
８
０

－

６
９
９
４

－

４
８
２
０
・

月
～
金
༵
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
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〈広告欄〉 広告掲載のお問い合わせは株式会社アサヒエージェンシー（℡026-233-2222）まで 〈広告欄〉 広告掲載のお問い合わせは株式会社アサヒエージェンシー（℡026-233-2222）まで

市
政
へ
の
ご
意
見
・
ご
提
案

市
役
所
、
市
の
公
共
施
設
、
し
な

の
鉄
道
各
駅
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る

用
ࢴ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が

の
電
子
申
請

サ
ー
Ϗ
ス
」か

ら
提
案
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
޿
報
課

（
内
線
４
２
０
１
）

５
月
の
休
日
開
庁
日

■
日
時

５
月
８
日（
日
）午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
開
ᚨ
ᆸ
口

市
役
所
1
階
市
民
課

＊
市
民
課
の
一
部
業
務
を
実
施
し
ま

す
。
住
所
の
異
動
、
税
務
関
係
の

証
明
は
取
り
ѻ
い
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課（
内
線

１
２
１
６
）

よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ

い
て
小
川
市
長
と
࠙
談
し
ま
す
。
一

組
25
分
以
内
で
す
。

■
日
時

５
月
20
日（
金
）、27
日

（
金
）午
前
9
時
～
11
時

■
会
場

市
長
室
΄
か

■
申
込
方
法

５
月
12
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
޿

報
課（
内
線
４
２
０
１
）

＊平日とは、土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12月29日～1月3日）を除いた日のことです。
＊介護、借金問題・消費生活、外国籍市民のための生活、職業、若者・子育て世代の就労、女性、教育、家庭児童、児童虐

待障がい者（児）相談は、「暮らしのカレンダー」をご覧ください。

各種相談（相談無料）

相談内容 期　日 時　間 会　場 問い合わせ先

健康相談 平日 午前８時30分～
午後５時15分 市役所２階保健センター 健康推進課（内線2131）

法律相談
５月24日（火）

午後１時～３時 市役所３階 総務課（内線4153・要予約）
６月14日（火）

行政相談 ５月10日（火） 午後１時～３時 市役所１階 総務課（内線4153）

年金相談

祝日を除く毎週
火・水・金曜日

午前９時～正午
午後１時～５時 市役所１階年金相談コーナー

＊受付は終了時刻の30分前
　までです

市民課（内線1222）

５月16日（月） 午前９時～正午
午後１時～４時

５月12日（木） 午前９時30分～正午
午後１時～３時 市役所１階年金相談コーナー 長野南年金事務所

℡026-227-1286（要予約）５月26日（木）

市民に寄り添う
人権相談 ５月19日（木） 午後１時～４時 埴生公民館 人権・男女共同参画課

（内線2252）

精神保健相談 ５月11日（水） 午後１時30分～
４時30分 市役所２階保健センター 健康推進課（内線2131）

▲ながの電子
申請サービ
スはこちら

＊新型コロナウイルス感染予防のため、いきなり受診することはおやめください。
＊当番医の場合は消防署に、当番薬局の場合は各薬局に開局しているかを事前に確認してください。また、当番医が

開院している場合は、事前に連絡をしてから受診してください。
　○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）　○更埴消防署（℡026-274-0119）
＊熱が続くなどの症状がある場合は、かかりつけ医か長野保健所℡026-225-9305に電話してください。
＊千曲中央病院では、内科・外科以外は受け付けていません。

月／日 内科 ・ 外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

５／１
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）
026-273-1212

しおいり歯科医院（雨宮）
026-273-8080 荒井薬局（坂城町）0268-82-2244

５／３
（火・祝）

菅谷東クリニック（粟佐）
026-272-0493
二階堂医院（磯部）026-275-5582

大村歯科医院 （戸倉）
026-275-0066

モリキ千曲粟佐薬局（粟佐）
026-462-0314
上戸倉ノリ薬局（戸倉）026-275-7787

５／４
（水・祝）

安川整形外科クリニック（屋代）
026-273-6611
やまざき医院（上徳間）
026-276-2700

近藤歯科医院 （坂城町）
0268-82-5121

やしろ薬局（屋代）026-272-8461
戸倉いせや薬局（上徳間）026-261-0070

５／５
（木・祝）

島谷医院（杭瀬下）026-273-1201
かいぬま耳鼻咽喉科医院（内川）
026-275-3341

竹内歯科医院（屋代）
026-273-4500

信州調剤薬局（杭瀬下）026-214-6868
ウエルシア薬局千曲内川店（内川）
026-261-5280

５／８
（日）

いなりやまクリニック（稲荷山）
026-214-3501
森本眼科クリニック（内川）
026-285-0020

関歯科医院（粟佐）
026-285-0418

元町薬局（稲荷山）026-214-3282
タカチ薬局（内川）026-275-1624

５／15
（日）

中沢医院（小島）026-272-0131
いろかわ医院（坂城町）
0268-82-2143

あかいけ歯科クリニック
（坂城町）0268-81-3377

ウエルシア薬局千曲稲荷山店（稲荷山）
026-273-8208
日野屋薬局（戸倉）026-275-3074

５／22
（日）

とぐらクリニック（戸倉）
026-275-0405
さかき生協診療所（坂城町）
0268-82-0101

あんず歯科クリニック
（須坂）026-214-6654

上戸倉ノリ薬局（戸倉）026-275-7787
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244
南条薬局（坂城町）0268-82-7289

５／29
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）
026-273-1212

千曲中央病院歯科
（杭瀬下）026-273-2130 あんず薬局（桜堂）026-272-8200

６／５
（日）

坂口整形外科（屋代）026-273-8680
こうだ内科（坂城町）0268-75-7887

塚田歯科クリニック
（坂城町）0268-82-6988

お日さま薬局（小島）026-272-0229
南条薬局（坂城町）0268-82-7289
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フォトニュース

市立
図書館
お知らせ

特
ഷ
ᚴ
ഖ
ᘮ
ܹ
防
ഥ
࠼
報
用

新
Ӹ
称

⍭
ᩓ
ᛅ
で
お
金
ᚴ
ഖ
⍮

振
り
込
め
࠮
ٗ
な
ど
の
「
特

घ
࠮
ٗ
」
に
つ
い
て
、
長
野
県

警
察
で
は
、
よ
り
具
体
的
な
手

口
の
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
く
ޮ

果
的
な
防
ࢭ
に
つܨ

な

げ
る
た
め
に
、

「
電
話
で
お
金
࠮
ٗ
」
と
い
う

新
た
な
໊
শ
で
ඃ
害
防
ࢭ
ܒ
発

を
行
な
う
こ
と
を
ܾ
め
ま
し
た
。

特
घ
࠮
ٗ
の
多
く
は
、
൜
人

か
ら
の
電
話
で
࢝
ま
る
こ
と
が

多
く
、「
自
分
は
大
ৎ
夫
」
と

い
う
考
え
が
一
番
危
険
で
、「
ま

さ
か
自
分
が
」
と
い
う
ඃ
害
者

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き ７件 （－５）
自転車盗 ７件 （＋５）
車上狙い １件 （±０）
その他 ７件 （－１）

交
通
事
故

件数 43件 （＋５）
死者 ０人 （±０）
傷者 49人 （＋７）

市内事件 ・ 事故累計

（３月末現在の暫定値）

★更埴図書館（℡026-273-2989）　★戸倉図書館（℡026-276-7001）　★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時　　
■休館日　２日、６日、９日、16日、23日、30日　■月末図書整理休館日 26日（戸倉）、27日（更埴・更埴西）
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）　■開館時間　午前８時30分～午後５時　　
■休館日　１日、３日、４日、５日、７日、８日、14日、15日、21日、22日、28日、29日

千曲
警察署
お知らせ

℡026-272-0110

３月中の動き
転入 333人
転出 436人
出生 27人
死亡 84人

世帯数
人　口
　男
　女

22,268（＋25）
58,281人（－160）
28,059人（－103）
30,222人（－57）

人の動き

令和２年国勢調査からの推
計人口（４月1日現在）

୿᫾ƓƢƢǊƷɟώ׋ᇌࠊ

源平合戦で大活躍した源義経を兄・頼朝が
排斥した理由、頼朝の死後に幕政の主導権
を握った 13 人とは……。日本初の武家政
権スタートの真相を、フルカラーの地図と
図を駆使しながらわかりやすく解説する。

『地図でスッと頭に入る
鎌倉・室町時代』

○更埴図書館　毎週土曜日午前10時30分～11時
○戸倉図書館　毎週木曜日午前10時30分～11時
　５月28日（土）午前10時30分～11時（ロビーおはなし会）
○更埴西図書館　毎週水曜日午前10時30分～11時

おはなし会 ＊新型コロナウイルス感染防止のため、中止になる場合があります。

1位　『ヤングケアラー 介護する子どもたち』
　　毎日新聞取材班

2位　『「印象」の心理学 認知バイアスが人
　　の判断をゆがませる』　田中知恵

3位　『長野あるある』　峰尾こずえ
4位　『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっ

　　とブルー２』 ブレイディみかこ
5位　『認知症の人は何を考えているのか？ 

　　大切な人の「ほんとうの気持ち」が
　　わかる本』　渡辺哲弘

ʴൢƷஜベǹトᲯ 【社会科学】

更
埴
׋
書
᫾

新
Б
׋
書

Ṻ
ݱ
ᛟ

ứ
ָ
園
ジ
ュ
ー
シ
ー
Ừ
坂
木
司

ứ
ミ
シ
ン
と
金
ڕ
Ừ
永
井
み
み

Ṻ
⏸
ン
フ
⏍
ク
シ
ョ
ン

ứ
ੲ
話
の
൶
を
ひ
ら
こ
う
Ừ

小
澤
俊
夫

ứ
手
指
Ӵ
生
と
ハ
ン
ド
έ
ア
Ừ

森
݉
ܒ
ଠ

Ṻ
δ
ᇜ
Ӽ
⎄

ứ
ま
よ
な
か
の
サ
イ
ク
リ
ン
ά
Ừ

た
る
い
し
ま
こ

戸
倉
׋
書
᫾

新
Б
׋
書

Ṻ
ݱ
ᛟ

ứ
ح
跡
Ừ林
ਅ
理
子

Ṻ
⏸
ン
フ
⏍
ク
シ
ョ
ン

ứ
৸
る
೴
は
風
अ
を
ひ
か
な
い
Ừ

池
谷
༟
二

Ṻ
δ
ᇜ
Ӽ
⎄

ứ
ޠ
り
か
け
ֆ
本
さ
く
ら
Ừ

こ
が
よ
う
こ

Ṻ
ݱ
ᛟ

ứ
அ
ࡑ
の
ネ
バ
ー
モ
ア
Ừ

市
川
憂
人

Ṻ
⏸
ン
フ
⏍
ク
シ
ョ
ン

ứ
೜
者
学
研
究
Ừ山
田
雄
司

Ṻ
δ
ᇜ
Ӽ
⎄

ứ
ス
プ
ー
ン
と
フ
ラ
イ
パ
ン
Ừ

新
井
洋
行

更
埴
ᙱ
׋
書
᫾

新
Б
׋
書

が
大
勢
い
ま
す
。

൜
人
か
ら
の
電
話
を
受
け
な

い
（
ཹ
क
番
電
話
設
定
が
有

ޮ
）、
受
け
て
も
᱐だ

ま

さ
れ
な
い

（
家
଒
、
友
人
や
警
察
に
相
談

す
る
）
こ
と
が
ඃ
害
を
防
ぎ
ま

す
。

千曲市メール

配信サービス

■そのほか市の情報は

   こちらからご覧ください

市民有志でつくる「千曲ふるさと物語実行委員会」は、「千曲
ふるさと物語の集い 記録集 －千曲市のふるさと再発見 第１回
～第５回の記録－」を刊行し、市へ贈呈しました。

同実行委員会は、市内各小学校が地域について学んだことを
発表する催し「ふるさと物語」を平成 28 年度から５回開催。記
録集には、発表内容が収められており、子どもたちの学習の成
果、市の歴史や文化を学ぶことできます。

野﨑敏子実行委員長は「市民の皆さんの目に触れて、改めて
千曲市の良さを学んでいただきたいと思います」と話しました。

３月22日（火） 千曲ふるさと物語実行委員会が
市に記録集を贈呈

３月24日（木） 市内中学校ハンドボール部が
全国大会出場を小川市長、小松教育長に報告

信州の幸 あんずホール（更埴文化会館）の災害復旧工事が完
了し、約２年６か月ぶりに再開館したことを記念して、市教育
委員会がリニューアルコンサートを開催しました。

会場には市民約 300 人が来場。コンサートでは、千曲市民混
声合唱団、千曲市吹奏楽団、あんず室内合奏団と千曲市フィル
ハーモニー管弦楽団の 4 団体がステージで演奏しました。

鑑賞した竹内八重子さん（鋳物師屋）は「今日は久しぶりに
コンサートを鑑賞することができたので、とても元気が出まし
た」と笑顔で話しました。

屋代中男子ハンドボール部と埴生中女子ハンドボール部の部員
の代表が市役所を訪れ、３月 25 日から富山県氷見市で開催され
る第 17 回春の全国中学生ハンドボール選手権大会に出場するこ
とを小川修一市長と小松信美教育長に報告しました。

屋代中の和田薫
ゆ き ひ で

英部長は「2 回戦敗退だった昨年の借りを返す
ため、優勝して帰ってきたいです」と意気込みを話しました。

大会の結果、屋代中男子ハンドボール部はベスト 16 まで勝ち
進み、大住中（京都府）に 29 対 36 で敗退。埴生中女子ハンドボ
ール部は、1 回戦で山梨北中（山梨県）に 26 対 27 と惜敗しました。

４月３日（日） 信州の幸
めぐみ

あんずホール
リニューアルコンサートを開催

■問い合わせ先

一般社団法人リベルタス千曲 FC（℡026-285-9171）

■日時　５月22日（日）
　午前11時キックオフ
■会場　千曲市サッカー場
■対戦相手

　新潟医療福祉大学ＦＣ

リベルタス千曲 FC
北信越フットボールリーグ１部 第４節

監修／山田邦明
出版社／昭文社
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ࢲ
に
は
４
月
か
ら
小
学
２
年
生
に
な

っ
た
່
と
、
年
長
に
な
っ
た
່
と
、２

歳
に
な
る
່
が
い
ま
す
。
今
回
、
改
め

て
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
最
近
の

ࢲ
の
子
育
て
を
঺
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。長

ঁ
は
少
し
お
っ
ち
Ỷ
こ
ち
Ỷ
い
な

と
こ
Ζ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
小
さ
い

体
で
ษ
強
も
遊
び
も
全
力
で
や
り
、
ຓ

た
ち
の
面
౗
を
よ
く
見
て
く
れ
る
頼
れ

る
ス
ー
パ
ー
お
࢞
ち
Ỵ
ん
で
す
。
次
ঁ

は
、
੾
り
ష
り
が
得
意
で
、
毎
日
保
育

園
で
作
っ
た
作
品
を
プ
レ
θ
ン
ト
し

て
く
れ
ま
す
。
お
調
子
者
で
マ
イ
ペ
ー

ス
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
޷
き
な
こ
と

を
や
る
集
中
力
に
は
い
つ
も
感
心
し
て

い
ま
す
。
三
ঁ
は
、
近
年
の
コ
ロ
ナ
Ւ

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
と
て
も
不
安
な
妊

娠
、
出
産
で
し
た
が
、
す
く
す
く
と
元

気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
イ
ヤ
イ
ヤ
期
で
場
所
も
か
ま
わ
ず
ひ

っ
く
り
返
っ
て
ٽ
き
出
し
ま
す
。
３
人

目
で
も
こ
れ
だ
け
に
は
困
ら
さ
れ
ま
す

が
、「
成
長
し
て
い
る
ん
だ
な
Ữ
」と
思

う
と
、
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
自

分
の
心
を
མ
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ࡢ
年
の
11
月
か
ら
夫
が
୯
身
ෝ
任
と

な
り
、
毎
日
が
ド
タ
バ
タ
で
す
。
寂
し

い
思
い
を
し
て
い
る
່
た
ち
へ
の
対

応
に
悩
ん
だ
り
、
疲
れ
て
し
ま
う
時
も

あ
り
ま
す
が
、
保
育
園
の
先
生
方
や
友

人
、
家
଒
に
毎
日
た
く
さ
ん
パ
ワ
ー
を

も
ら
い
、
感
ँ
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
່
た
ち
の
成
長
を

全
力
で
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

のの

7PM����
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が
出
て
く
る
と
、
出
ళ
意
欲
が
生
ま
れ
、

新
規
出
ళ
に
も
つ
な
が
る
。「
ָ
し
そ

う
、
行
っ
て
み
よ
う
」と
な
り
、
さ
ら

に
人
が
集
ま
る
。
結
果
、
さ
ら
に
魅
力

的
な
ま
ち
に
な
る
、と
考
え
ま
す
。

ࢲ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
元
で
消

費
す
る
こ
と
も
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
Ւ
で
ࢲ
た
ち
の
行
動
が
制
約

さ
れ
、
地
元
を
見
つ
め
直
す
機
会
が
૿

え
ま
し
た
。
市
で
も
ク
ー
ポ
ン
や
推お

し

ళ
チ
έ
ッ
ト
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
ど
、

地
元
で
の
消
費
ש
ى
策
を
行
な
い
ま

し
た
し
、
今
年
度
も
行
な
う
予
定
で
す
。

ͥ
ひ
地
元
で
消
費
し
ま
し
Ỷ
う
。

お
ళ
の
方
々
に
も
提
案
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
は
チ
ェ
ー
ン
ళ
に
な
い
も
の
を

ٻ
め
て
い
ま
す
。
可
能
な
限
り
地
元
産

を
取
り
ѻ
い
、
笑
顔
の
サ
ー
Ϗ
ス
や
清

૟
と
い
っ
た「
ຌ
事
ప
ఈ
」や
、ど
こ
に

も
ෛ
け
な
い
商
品
や
品
ଗ
え
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ળ
光
寺
の
ޚ
開
帳
な
ど
大
規
模
イ

ϕ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
大
型
連
休
も
ス

タ
ー
ト
。
友
人
・
親
ੰ
な
ど
が
遊
び
に

来
ら
れ
た
際
、
千
曲
市
で
食
事
を
し
、

千
曲
市
の
お
土
産
を
渡
し
、
千
曲
市
で

宿
ധ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
ޮ
果
的
な

消
費
で
す
。
ͥ
ひ
千
曲
市
に
も
お
越
し

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
ࢲ
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
意
ࣝ
を
ち
Ỷ
っ
と
チ
ェ
ン
ジ

し
ま
し
Ỷ
う
ʂ

第２回

　
　

ஈ
、
ങ
い
物
や
外
食
な
ど
は
、

　
　
　
皆
さ
ん
ど
う
し
て
い
ま
す
か
ʁ

た
し
か
に
長
野
や
上
田
に
ൺ
べ
る
と
お

ళ
の
数
が
少
な
い
こ
と
は
൱
め
ま
せ
ん

が
、
市
内
で
お
ళ
の
発
見
や
出
会
い
を

ָ
し
む
こ
と
を
お
ス
ス
メ
し
ま
す
。
ੲ

か
ら
の
人
気
ళ
は
も
ち
Ζ
ん
、
新
し
い

お
ళ
も
૿
え
て
い
ま
す
。
ࢲ
は
、
ま
ず

市
内
で
୳
し
ま
す
。
市
内
に
な
け
れ
ば

県
内
企
業
で
୳
し
、
全
国
チ
ェ
ー
ン
は

最
後
、を
心
ֻ
け
て
い
ま
す
。

「
市
内
に
ָ
し
め
る
場
所
や
行
き
た

い
お
ళ
が
欲
し
い
」と
い
う
声
が
多
く

ࢲ
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず「
は
じ
め

の
一
歩
」と
し
て
、
ࢲ
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
意
ࣝ
を
ち
Ỷ
っ
と
チ
ェ
ン
ジ
し
て

は
ʁ
市
内
で
ങ
い
物
や
食
事
を
す
る

（
ử
消
費
す
る
）機
会
を
で
き
る
だ
け

૿
や
す
。
お
客
が
૿
え
る
と
商
ച
繁
੝

し
、
市
内
に
活
気
が
出
て
く
る
。
活
気

普

千曲市長　小川 　修一

「意識を
ちょっとチェンジ！」

ちくま
らいぶらり

「春の予感」をテーマに市報３月号で募集し、Twitter、Facebookで
投稿された写真の中から、魅力的な写真を紹介します。

@choice_is_p72
『あっぱれ日本晴れ』

キティパークでの一枚。青空にドドーンと立ちは
だかる天狗さんを真下からとらえた一枚。青空と
のマッチがお見事。天狗さんの迫力が伝わってく
る素晴らしいお写真です。（広報Ｔ）

キティパークでの一枚。ぽかぽかとした太
陽がこれから来る春を予感させます。ベン
チに座って、ゆっくりひなたぼっこしたく
なりますね（広報Ｔ）

①テーマに関する写真を市内で撮影！
②千曲市公式Twitter
　＠citychikumaをフォロー！
③撮影場所と写真タイトルを入れて、

ハッシュタグ『# ちくまぶらり』
『# 千曲市』をつけて投稿！

Twitterで応募

①テーマに関する写真を市内で撮影！
②千曲市公式Facebook
　長野県千曲市のページをいいね！
③撮影場所と写真タイトルを入れて、

ハッシュタグ『# ちくまぶらり』
『# 千曲市』をつけて投稿！

Facebookで応募

作品募集‼

問い合わせ先 秘書広報課（内線4202）

応募期間 5月１日（日）～31日（火）

思わず市内を“ぶらり”としたくなる写真で
“ちくま”の魅力を発信してみませんか？

今月のテーマ 新　緑

詳しくは ちくまぶらり

@maaaaaayu_0509
『ひなたぼっこ』

応募規程

者ߘدの݄ࠓ

山
や ま ざ き

﨑 智
ち え

恵さん（八幡）
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最新情報はこちら

株式会社信州スポーツスピリット     ℡026-214-7022（平日午前９時～午後５時30分）

You
Tube HP

HP

水曜ゲームなどの時は、夜中に相手のスカウティン
グをして、寝ずに練習へ行くこともあるんですけど、好
きなことをしているので、苦痛に感じるとか苦労する
と感じたことはないですね。

アシスタントコーチの仕事で苦労していることなどはありますか。

相手チームのスカウティング、選手育成やいろいろな
部分で「こうした方がいいんじゃないか？」とアイディ
アなどを出して調整することです。

アシスタントコーチの主な役割は何ですか。

逆に喜びを感じる場面などはどんな時ですか。

相手チームのスカウティングをして、ここは注意し
ておかないといけないと思ったことがばっちりハマる
時があるんですけど、そんな瞬間とかは準備しておい
てよかったなと思いますし、うれしいですね。

コーチの目から見たウォリアーズはどんなチームですか。

若手は勢いのある選手が多く、ベテランがそれを支

新型コロナウイルス感染症の影響などがある中で、
昨シーズンに比べて応援に来てくださるブースターの
方々も増えていて、こういった中でバスケットができ
ることは価値のあることだと実感できたシーズンでし
た。チームとしては、若手の出場する機会が多く、日
ごとに成長が見て取れました。もちろん波はあるんで
すけど、ダメな時は修正して、課題をクリアすること
で、また成長してと、着実に成長していることがわかる
シーズンでした。

1年を振り返って、今シーズンはどんなシーズンでしたか。

ことぶきアリーナ千曲での試合は、水曜ゲームにも
関わらず多くの方に応援にきていただき、そういう中
で試合ができることがすごくありがたいことでした。
引き続き応援をよろしくお願いします。

最後に千曲市の皆さんへメッセージをお願いします。

えることで大崩れしないところが強みですね。

 久山　智士
ひさやま さ と し

■生年月日　　1986年7月14日
■出身地　　　熊本県
■競技歴

2010-11　TGI D-RISE
2011-15　横浜ビー・コルセアーズ
2015　  　広島ライトニング
2015-16　横浜ビー・コルセアーズ

■コーチ歴

2016-17　島根スサノオマジック
2017-20　京都ハンナリーズ
2020-    　信州ブレイブウォリアーズ

トップアシスタント

コーチ

5月31日（火）までに、Twitte
r、Facebook、Instagramで
「＃市報千曲５月号bwプレゼン
ト」をつけて投稿した人の中か
ら抽選で１名様にサイン色紙を
プレゼントします。詳しくは、
株式会社信州スポーツスピリッ
トに問い合わせてください。

久山智士　　 のサイン色紙
SNS 投稿者に抽選でプレゼント！

千曲市民

限定

アシスタント
コーチ ★★★ Ｗチャンス ★★★

今月はさらに、抽選で
外れた人の中から1名
様に公式Tシャツ（L
サイズ）をプレゼント
します。奮ってご応募
ください。




